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様式第一号（一） （第九条、第二十条及び第二十七条関係）

（第1面）

ポリ塩化ビフエニル廃棄物等の保管及び処分状況等届出書（保管事業者及び所有事業者用）

令和5年6月 7 日
金沢市長 殿

一一一一一一局－
－4ウ ー 二一､、幸一

届出者

住所金沢市鞍月1丁目1番地

氏名石川県知事馳浩
（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

電話番号076－225－1531

(法第15条及び第19条において読み替えて準用する場合を含む。

八
祠

ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法第8条第1項（法第15条及び第19条it
の規定に基づき、令和 4年度のポリ塩化ピフェニル廃棄物等の保管及び処分の状況等を届け出ます。

1．ポリ塩化ビフェニル廃棄物について
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保管事業場の所在地

’ |I電話番号’’電話番号特別管理産業廃棄物管理責任者の職名及び氏名

’ 保管の場所

①前年度の3月31日に保管していたポリ塩化ビフエニル廃棄物
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（第2面）

②前年度中に新たに保管することとなったポリ塩化ビフェニル廃棄物

国廃棄物"構類 ‐㈱
容量

■

廃棄物の種類 定格
容量

廃棄物の型式等 ’ 量
濃度

区分
保管開始
年月日

保管開始
理由１

１

総重愚 礎度 1朱営開始
（1台当たり 区分 年月日
飢肚×台数）

総意畳
（1台当たり

飢肚×台数）

表示記号

等
参考事項台数又は

容器の数
製造者名 型式 製造年月

③前年度中に他の事業場又は他の事業者の事業場において保管することとなったポリ塩化ビフェニル廃棄物（④の場合を除く。 ）

| 量廃棄物の型式等
濃度

区分
保管終了
年月日

保管終了
理由

移動先の保管の場所並びに事業者
又は事業場の名称及び所在地番号職…緬蕊|…| 製式 |鯉脊零｜

に l l l
| 鰯ゞ

番号 廃棄物の種類 定格
容量

製造年
月

製造者名
総重堂
（ 1台当たり

瞳、×台数）

参考事項表示配号
等
台数又は

容器の数

■
④前年度中に自ら処分し、又は処分を委託したポリ塩化ピフェニル廃棄物

’ 廃棄物の型式等 量 処分を委託した場合

“蕊鍵濃度'退拠分した場合 ’製造年表示記号台数又は 処分後の廃棄物の処分委託処分受託者の 処分
製造者名型式 （1台当たり区分年月日 種類及び処分先 年月日 名称 年月日月 等 容器の数

爪鉦×台致）

濃度

区分
総重愚
（1台当たり

爪鉦×台致）

製造年

月

表示記号
等
台数又は

容器の数
処分

年月日
処分後の廃棄物の

種類及び処分先
処分委託

年月日
処分受託者の

名称

処分
年月日

製造者名 型式
番号 廃棄物の種類 定格

容愚
参考事項
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(第3面）

2．ポリ塩化ビフェニル使用製品について

所在事業場の名称

所在事業場の所在地

石川県職業能力開発プラザ

金沢市芳斉1丁目15－15

ポリ塩化ビフェニル使用製品に係る事業の管理
責任者の職名及び氏名 |電話番号’電話番号課長補佐堀田政則 076-261-1400

’所在の場所 変電設備内

①前年度の3月31日に使用していたポリ塩化ビフエニル使用製品（高濃度ポリ塩化ピフエニル使用電気工作物を除く。 ）

製品の型式等 廃棄の見込み 量

濃度
区分雛篝名| 型式 |雌隼月|菱雪一 ’

製品の種類番号 定格
容量

総重量
（1台当たり
煎趾×台数）

廃棄予定
年月

参考事項処分業者との
調整状況

台数又は
容器の数

PCB濃度
49mg/k9

変圧器（トランス） 三菱 未定3－001 30 KVA 未定SF S55 1 台| 164.0 kg 低濃度

②前年度中に新たに所有することとなった高濃度ポリ塩化ピフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ピフェニル使用電気工作物を除く。以下同じ。 ）

製品の型式等 量

所有開始
年月日

所有開始
場所

所有開始
理由

番号 製品の種類 総重量
（1台当たり

服倣×台数）

定格
容量

参考事項台数又は
容器の数製造年月 |表誓号製造者名｜ 型式



（第4面）

③前年度中に他の事業場又は他の事業者の事業場において所有することとなった高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品

製品の型式等 量

所有終了
年月日

所有終了
理由

移動先の所在の場所並びに事業者
又は事業場の名称及び所在地

製品の種類番号 総重量
（1台当たり

腫肚×台数）

定格
容鼠

参考事項台数又は
容器の数

表示記号
等

製造者名 型式 製造年月

|■

備考 1． この届出書は、ポリ塩化ビフエニル廃棄物の保管又はポリ塩化ビフエニル使用製品の所有に係る事業場ごとに作成し、毎年度6月30日までに提出すること。
2~届出者や事業場に関する情報に変更があった場合には、速やかに都道府県知事に連絡すること。
3． 「保管事業場の名称」及び「保管事業場の所在地」の柵には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の場所に係る事業場を記入すること。また、 「所在事業場の名称」及び
「所在事業場の所在地」の棚には、ポリ塩化ピフェニル使用製品の所在の場所に係る事業場を記入すること。

4． 「番号」の欄には、それぞれ先頭に「前年度の元号数一」を加えた整理番号（平成28年度の保管状況を届け出る場合の例： 28－001）を付すこと。なお、前回ま
での届出において既に当該事業場における番号が付されているものについては、引き続きその番号を記入すること。

5． 「廃棄物の種類」及び「製品の種類」の欄には、記入要領に沿って、その名称を具体的に記入すること。
6． 「廃棄物の型式等」及び「製品の型式等」の欄には、変圧器（トランス）等の銘板に記載されている「定格容量」 、 「製造者名｣、 「型式｣、 「製造年月」及び「表示記号
等」を記入すること。なお、 「表示記号等」については、記入要領に沿って、その名称を具体的に記入すること（例：不燃性油） 。

7． 「処分予定年月」の棚には、高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物を自ら処分し、又は他人に委託することを予定している年月を記入すること。低濃度ボリ塩化ビフェニル
廃棄物については記入しなくて構わない。

8． 「量」の欄のうち、 「台数又は容器の数」の欄には、ポリ塩化ビフェニルを使用する電気機器については台数（個数）を、その他のものについては保管している容器の
数（缶数等）を、それぞれ単位とともに記入すること。ただし、電気機器であっても、小型のものを容器にまとめて保管している場合であって台数（個数）を把握する
ことができないときは、保管している容器の数（缶数等）を単位とともに記入すること。

9． 「量」の欄のうち、 「総重量」の柵には、ポリ塩化ビフェニルを使用する電気機器については、 1台当たりの重量に台数（個数）を掛けた重量を記載すること。その他
のものについては、容器込みでの重量を記載すること。

10． 「濃度区分」の柵には、 「高濃度」 、 「低濃度」又は「不明」のうち該当するものを記入すること。なお、 「高濃度」とは高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物又は高濃
度ポリ塩化ビフェニル使用製品の略称、 「低濃度」とは高濃度ポリ塩化ピフェニル廃棄物以外のポリ塩化ビフェニル廃棄物又は高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品以外
のポリ塩化ビフェニル使用製品の略称である。

11． 「保管の状況」として、新たにポリ塩化ピフェニル廃棄物の保管の状況を届け出る場合や、既に届け出たポリ塩化ピフェニル廃棄物の保管の状況に変更があった場合
には、保管しているポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管状況の分かる写真を本届出に添付すること。

12． 「保管の状況」の欄のうち、 「容器の性状」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を保管している容器の有無、容器がある場合にはその種類を具体的に記入すること
（例： 「ドラム缶」 、 「なし」 ） 。

13． 「保管の状況」の欄のうち、 「囲い等の有無」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を保管している場所の周囲の囲いの有無及び保管に係る掲示板の有無を記入する
こと。

14． 「保管の状況」の柵のうち、 「分別・混在の別」の棚には、他の物品と分別して保管しているか混在して保管しているかの別を記入すること。
15． 「保管の状況」の棚のうち、 「漏れ等のおそれ」の柵には、保管中のポリ塩化ビフェニル廃棄物が漏れたりこぼれ落ちたりするおそれの有無を記入すること。
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（第5面）

16． 「処分業者との調整状況」の欄には、高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物及び高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品に係る処分業者との委託契約の締結状況等を記入する
こと。低濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物については記載しなくて構わない。

17． 「参考事項jの欄には、その他保管の状況等を把握する上で参考となる事項を記入すること（例： 「屋内で保管」 、 「絶縁油を抜いたもの」 、 「PCB濃度△mg/kg」 、
「今後分析予定」 ） 。なお、保管の場所や所在の場所が複数存在する場合は、各廃棄物及び製品について、その保管の場所又は所在の場所をそれぞれ特定して記載する
こと。

18． 「保管開始理由」及び「所有開始理由」の欄には、 「他の事業場から移動」 、 「譲受け」及び「承継」のいずれかを記入すること。
19． 「保管終了理由」及び「所有終了理由」の欄には、 「他の事業場に移動」 、 「譲渡し」及び「承継」のいずれかを記入すること。
20． 「処分年月日」の欄には、実際にポリ塩化ビフェニル廃棄物の処分が終了した日を記入すること。
21． 「処分後の廃棄物の種類及び処分先」の柵には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を処分した後に生じた廃棄物の種類及び処分先を記入すること。
22． 「①前年度の3月31日に使用していたポリ塩化ビフエニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフエニル使用電気工作物を除く。 ） 」の表は、高濃度ポリ塩化ビフェニル使用
製品以外のポリ塩化ビフエニル使用製品については、ポリ塩化ビフエニル廃棄物の保管事業者が、本施行規則第9条第1項第5号又は第20条第1項第5号の規定に基づ
き、記載するものである。

23． 「高濃度ポリ塩化ビフエニル使用電気工作物」とは、電気事業法（昭和39年法律第170号）第2条第1項第18号に規定する電気工作物である高濃度ポリ塩化ビ
フェニル使用製品をいう。

24． この届出書において、 「廃棄」とは、ポリ塩化ビフェニル使用製品の使用を止め、廃棄物とすることをいう。
25． 「廃棄予定年月」の柵には、高濃度ポリ塩化ビフエニル使用製品を廃棄することを予定している年月を記入すること。低濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品については
記載しなくて構わない。

26． この届出に係るポリ塩化ビフエニル廃棄物の処分についての産業廃棄物管理票の写し（廃棄物処理法第12条の3第4項又は第12条の5第5項の規定による送付を
受けた産業廃棄物管理票の写しをいう。以下同じ。 ）を複写機によりA3判以下の大きさの用紙に複写したものを添付すること。なお、電子情報処理組織を使用するた
めこれらの書類を添付することができない場合は、当該これらの書類に代えて、当該これらの書類に記載される事項に相当する事項を記録した電磁的記録をA3判以下
の大きさの用紙に出力したものを添付すること。ただし、 6月30日において、産業廃棄物管理票の写しの送付又は廃棄物処理法第12条の5第4項の規定による通知
を受けていないため添付すべき書類を添付することができないときは、その産業廃棄物管理票の写しの送付のあった日又はその通知のあった日から10日以内に提出す
ること。

27．その他環境大臣が定める書類及び都道府県知事が必要と認める書類を添付すること。
28．都道府県知事が定める部数を提出すること。



様式第一号(ー)

金沢市長

(第九条、第二十条及び第二十七条関係)
(第 1面)

ポリ塩化ビフェニル廃棄物等の保管及び処分状況等届出書(保管事業者及び所有事業者用)

令手口 5

ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法第8条第1項(法第15条及び第19条において読み替えて準用する場合を含む。)
の規定に基づき、令和 4年度のポリ塩化ビフェニル廃棄物等の保管及び処分の状況等を届け出ます。

1.ポリ塩化ビフェニノレ廃棄物について

殿

保管事業場の名称

口市斐所
弓-1
、_JJ

第

受付

保管事業場の所在地

特別管理産業廃棄物管理責任者の職名及び氏名

波度

130mg/kg

濃度
93叫/kE

保管の場所

①前年度の3門31日に保管していたポリ塩化ビフェニル廃棄物

石川県立盲学校

石川県金沢市小立野5丁目3番1号

番号

石川県金沢市小立野5丁目3番1号

廃棄物の種類

4-0]
コンラユンガ'」一

(3畭未満)

4-02

定格
容量

コンブンガ、^

(3kg未満)

4-03

事務長

届出者
住所

氏名

電話番号

廃棄物の型式等

コンテンガ、、ー

(3kg未満)

1製造者名

ニチコン繍 JCP則N引AI
- H504ν1

清水真弓

1製告午月、表示記ザ型式

石川県金沢市鞍月1丁目1番地

石川県知事馳浩 (公印省略)

(076-2能-9181:石川県立盲学校)

才チエン総

ニチエン柳

JCPⅢINBIA I
Ⅱ504V

]962年

CP711A3T11 濃度
1.7mg/kg

1962年

05V

年

1969年

4月25日

R9.3 ー・0 '1併せて1

総重量
n 台当た"

電耻X台数)

電話番号

R9.3

R9.3

濃度
区分

108,0

076-262-9181

谷器の
性状

g 低濃度

保管の状況

・、ミーノレ

缶

低濃度

分別・

混在の

別

低濃度

囲い有、

掲示有

J、ミ^ノレ

缶

漏れ等
の

おそれ
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処理業者との
調整状況

なし

なし
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4-04
コンラ"ンサ'^

(3畭未満)

4-05
コンプ'ン田'^

(3畭末満)

4-06
コンラ:ン,ナ・」一

(3胞未満)

4-07
コンフ、ンガ'^

(3kg未満)

ニチ=ン欄ICP70IA3T4「
- 05V、

4-08

にチコン欄ICO.22UF(M;不明

1 1)60OWVI

二1ンラ'ンリ、^

(3kg未満)

4-09
コンフ、ンリ、」一

(3k三未満)

4-10
:コンフーン,ナ、」一

(3kg未満)

.ニチコン鮒

4-11

1970年

低濃度廃棄
物とみなし

保管

CP-

22UF (M

)60OWV

コンラゞンリ・、→

(3kg未満)

CP-

にチコン鵬 CO.047UF
(M) 40OWV

4-12

CP-1
AO,1UF(M)不明
40OWV

なし

江ンラ'ンリ、^

(3kg未満)

4-]3

にチ=ン鵬

不明

コンフーン田'^

(3kg未満)

R9.3

4-14

ニチコン嶋

CP・・

CO.047UF

(M) 40OWV

コンブンリ"」一

(3k三未満)

=チコン閥1

4-01~20

供せて1

R9.3

4-15

不明

CP-

CO.047ⅡF

(M)4山WV

缶

コ^テ:ンリ・L-

(3kg朱満)

4-01~20

供せて1

R9.3

CP-

ニチコン鵬1 CO.022UF
(M) 40OWV

4-16

不明

445.0

CP-

CO.047UF

(M)400柳

缶

コンプン田、^
(3蚫未満)

十引~卸缶僻せて1 缶

R9,3

4-17

4-05A]?0

併廿て84.0

不明

戸チェン桝' CO.0IUF
(K)400俳

g 低濃度

ニチコン鵬

コ J/フーンノリ'^
(3蚫未満)

4-01~20

併せて1

R9,3

4-18

4-05~20

併せて84.0

不明

g

゜る 1扮'
ペーノレ囲い有、

低濃度

CP-

低濃度廃棄
物とみなし

保管

缶

:コ:ノフーンノ→ナ、^

(3kg未満)

JCP-

1 =.チコン嶋IAO.1UF (M)
40OWV

平m~帥缶併せて] 1云

R9.3

4-19

4-05~20

併せて8d.0

不明

g

CP-

CO.0IUF

(M) 40OWV

ペーノレ

缶

低濃度

二了 Jノラ豊ン/qナ・レ・ー

(3kg末満)

, JCP[

にチェン側IAO,1UF(M)
1 40OWV

4」01~20

価せて1

R9.3

4-05~20

併せて桝.0 底

不明

g

ノ、ミ^ノレ

缶

低濃度

囲い有、
掲示有

一卿0・-1 御

缶

4-01~20

併せて1 缶

R9.3

4-05~20

併せて剖.0

不明

分別

^ール

缶

低濃度

囲い有、
掲示有

I JCP-

1 (M)卯OWV

4-01~20

併廿て、1

R9.3

4-05~20

併せて拠.o g

不明

分別

E

1棚

なし

低濃度

缶 1 4-05~20缶1併せて剖,o g

'1-01~20 14-05~20
併せて1 缶1併せて副.0 旦

囲い有、
掲示有

'ニチコン鵬

R9.3

分別

に分別!なし

なし

<ミール i囲い有、
缶 1 掲示有

低濃度

低濃度廃棄
物とみなし
保管

4-01~20

併せて1

R9.3

分別

1棚

なし

低濃度

4-01~20 ゛4-05~20

Ⅲせて1 缶1併せて84.o g

4-06~20

'10,七・・0 "

R9.3

分別

缶 1掲示有

なし

濃度
12m宮/胞

低濃度

1囲い有、
掲示有

4-01~20 缶 1 4-05~20併せて、1 缶.併せて副,o g

R9,3

低濃度廃棄
物とみなし

保管

分別

ノξール 1囲い有、
缶掲示有

低濃度

缶1'、゜ー゜
4-01~20

缶併せて84,o g併せて1

R9.3

低濃度廃棄
物とみなし

保管

分別

なし

ペーノレ囲い有、
分別

缶掲示有

低濃度

4-0」~20 4」05~20

併せて1 缶W発て別.0 且

R9.3

低濃度廃棄
物とみなし

保管

ペール 1囲い有、 分別
缶'掲示有

なし

低濃度

4-01~20 1゛-05~20

併せてι缶:仇せて訊.0 旦

R9.3

低濃度廃棄
物とみなし

保管

分別

なし

ノ、ミ^ノレ

缶

低濃度

、 4-05~204-01~20

缶 1併せて即1,o g併せて1

低濃度廃棄
物とみなし
保管

なし

ーヘミ」ーノレ

缶

低濃度

囲い有、
掲示有

低濃度廃棄
物とみなし

保管

なし

ノ、ミ^ノレ

缶

低濃度

囲い有、
掲示有

1加分別

低濃度廃棄
物とみなし

保管

なし

低濃度

囲い有、
掲示有

1加分別

低濃度廃棄
物とみなし

保管

ノ、11^ノレ

缶

囲い有、
掲示有

1加分別

低濃度廃棄
物とみなし

保管

囲い有、
掲示有

低濃度廃棄
物とみなし

保管

分別

低濃度廃棄
物主みなし

保管

分別

なし

低濃度廃棄
物とみなし

保管

ル一
缶

ペ

ル一
缶

ペ

0Cン=一一

ル一
缶

ペ



4-20
コンラゞン→ナ・トー

(3池未満) に、チコン騰1 不明i R9,3 ・・0-0 "レ・0-併せて1 缶併せ・ぐH4.0 宮 低濃度
ペーノレ囲い有、

分別
缶掲示有

なし

(日本産業規格 A列4番)

低濃度廃棄
物とみなし

保壁



(第2面)

②前年度中に新たに保管することとなったポリ塩化ビブエニル廃棄物

番号 廃棄物の種類

4-01

4-02

コンラ豊ンリ・、ー

(3kg未満)

コンフーンリ、、ー

(3kg未満)

4-03

定格

容量

4-04

コンプ'ン田'^

(3kg末満)

.製造者名

コンラニンリ'」一

(3kg未満)

4-05

廃棄物の型式等

ニチコン総

4-06

コンテンサー

(3昭末満)

'ニチコン妹

4-・07

コンラごンリ・」一

(3kg未満)

型式

JCPBWIBIAH
504ν

CP711A3TI
'ニチコン側

05V

ニユンラ豊ン→ナ、」一

(3蚫未満)

4-08

製造年月

JCPBMNBIAH
504V

にチコン{削

:コンラニンリ・^

(3kg未満)

4-09

低濃度廃棄物
とみなし保管

' 1CP・ 1
にチコン側ICO.22UF伽)1 不明
1 .60OWVI

1962年

表示記号

等

低濃度廃棄物
とみなし保管

冨ンラゞンリ、^

捻蚫末満)

4-10

CP70IA3T4

05ν

1962年

にチコン鮒

4-11

コンラ:'ンリ、^

(3kg未満)

台数又は

容器の数

1

にチコン側

1969年

コンラ塁ンリ・^

(3kg未満)

4-12

量

CP-

CO.訟UF(M)

4-01~20

併せて1

1970年

ニチコン欄

コンデンリ・ー

(3kg末満)

4-13

総重量
(1台当たり
重皐X台敷)

CP-

AO.1UF (M)
40OWV

4-01~20

併せて1

缶

ニチコン朕

コンフーンリ、^

佃蚫末満)

108,0

CP-

CO.047UF

(M)40OWV

4-01~20

併せて1

濃度
区分

不明

缶 108.0

ニチコン櫛

CP-

CO.047UF

(M)40OWV

4-01~20

併せて1

号

保管開始
年月日

不明

缶! 169.0

低濃度

'ニチコン朕

低濃度廃棄物
とみなし保管

CP-

CO.047UF

(M) 40OWV

4-01~20

併せて1

g

不明

缶 1 445.0

低濃度

iニチコン櫛

R4.12.20

4-01~20

卸併せて1

CP-

CO.047UF

(M) 40OWV

且

4-05~20

缶i 併せて
84.0

不明

低濃度

、ニチコン総

保管開始
理由

R4,12,20

CP-

CO.022UF

姻)400柳

4-01~20

併せて1

g

含有量調査実施の結果
(過年度使用の理科実
験器具に搭載)

不明

低濃度

不明

4-05~20

併せて
84.0

R4、 12.20

4-01~20 缶'併せて

4-05~20

缶1 併せて
1 84.0

且

CP-

CO.0IUF

(K) 40OWV

含有量調査実施の結果
(過年度使用の理科実
験器具に搭載)

低濃度

R4.12.20

4-01~20

併せて1

窟

含有量調査実施の結果
(過午度使用の理科実
験器具に搭載)

不明

参老事項

低濃度

R4.12.20

4-01~20

併せて1

g

含有量調査実施の結果
(過年度使用の理科実
験噐具に搭載)

不明

低濃度

濃度
玲0Ⅲ目/k号

4-05~20

併せて
84.0

H4,12,20

4-01~20

併せて1

8

含有量調査実施の結果
(過年度使用の理科実
験噐具に搭載)

缶

低濃度

濃度
93mg/kg

4-05~20

併せて
84.0

R4.12.20

4-01~20

併せて1

g

含有量調査実施の結果
(過年度使用の理科実
験器具に搭載)

缶

低濃度

濃度
1.7mg/kg

4-05~20

併せて
84.0

R4.12.20

4-01~20

併せて1

目

含有量調査実施の結果
(過年度使用の理科実
験器具に搭載)

缶

低濃度

濃度
12mg/蚫

4-05~20

併せて

84.0

R4.]2.20

g

含有量調査実施の結果
(過年度使用の理科実
験器具に搭載)

低濃度廃棄物
とみなし保管

'1-・

低濃度

4-05~20

R4.12.20

Ξ

含有量調査実施の結果
(過年度使用の理科実
験器具に搭載)

低濃度廃棄物

とみなし保管

低濃度

R4.12,20

含有量調査実施の結果
(過年度使用の理科実
験器具に搭載)

低濃度廃棄物
とみなし保管

低濃度

R4.12,20

含有量調査実施の結果
(過年度使用の理科実
験器具に搭載)

低濃度廃棄物

とみなし保管

R4.12.20

含有量調査実施の結果
(過年度使用の理科実
験器具に搭載)

低濃度廃棄物
とみなし保管

含有量調査実施の結果
(過年度使用の理科実
験器具に搭載)

低濃度廃棄物

とみなし保管

缶



4-14

4-15

コンテ'ンリ、Y-

(3kg未満)

4-16

二1ンラ士'ンリー^

(3kg未満)

コンラ:ンガー^

(3kg未満)

4-17

4-]8

コンラ堂ン田・ーー

(3kg未満)

4-19

ニチコン妹

コンラ:'ンリ・、ー

(3蚫末満)

4-20

ニチコン蝉

コンラ:ン田,、ー

(3kg未満)

CP-

CO.0IUF (M)
40OWV

JCP-

ニチコン朔1 AO.1UF (M)
40OWV

コンプ:ノサ'」一

(3kg末満)

JCP-

AO. NF(M)
40OWV

CP-

ニチコン鵬I AO.1UF(M)
40OWV

③前年度中に他の事業場又は他の事業者の事業場において保管することとなったポリ塩化ビフェニル廃棄物(④の場合を除く

不明

参考事項

Fチコン鬮

番号

不明

ニチコン樹

廃棄物の種類

JCP-
AO.0047UF

(M) 40OWV

不明

ニチコン総

④前年度中に自ら処分し、又は処分を委託したポリ塩化ビフェニル廃棄物

4-01~20

併せて1

160V ・

0.1M

不明

定格

容量

4-01~20

併せて1

160V ・

0,047M

番号

不明

缶
4-05~20

併せて
84.0

廃棄物の型式等

4-01~20

併せて1

廃棄物の種類

製造者右

不明

缶
4-05~20

併せて
84.0

4-01~20

併せて1

武

不明

缶

低濃度

4-05~20

併せて

84.0

型式

4-01~20

併せて1

息

缶

低濃度

定格

容量

4-05~20

併せて
84.0

R4.12.20

4-01~20

併せて'1

宮

月

缶

低濃度

廃棄物の型式等

4-05~20

併せて
84.0

R4.12.20

製造者名

4-01~20

併せて1

g

含有量調査実施の結果
(過年度使用の理科実
験器具に搭載)

缶

低濃度

4-05~20

併せて
84.0

R4.12.20

台数又は
合

g

含有量調査実施の結果
(渦午度使用の理科実
験器具に搭載)

型式

缶

低濃度

4-05~20

併せて
84.0

R4.12.20

g

含有量調査実施の結果
(過年度使用の理科実
験器具に搭載)

総重量
(1台当たり

低濃度

11

月

R4.12.20

宮

含有量調査実施の結果
(過年度使用の理科実
験器具に搭載)

低濃度廃棄物
とみなし保管

低濃度

濃度
区分

、『3号

等

R4.12.20

含有量調査実施の結果
(過年度使用の理科実
験器具に搭載)

低濃度廃棄物
とみなし保管

台数又は

保管終了
年月日

R4.12.20

谷

量

含有量調査実施の結果
(過年度使用の理科実
験器具に搭載)

低濃度廃棄物
とみなし保管

総重量
(1゛;当たり

含有量調査実施の結果
(過年度使用の理科実
験器具に搭載)

保管終了
理由

低濃度廃棄物
とみなし保管

!四、

濃度
区分

低濃度廃棄物
とみなし保管

白ら処分した場合

移動先の保管の場所並びに事業者
又は事業場の名称及び所在地

処分

年月日

低濃度廃棄物
とみなし保管

低濃度廃棄物
とみなし保管

処分後の廃棄物の
種類及び処分先

0

処分委託

年月日

処分を委託した場合

参考事項

処分受託者の
名称

処分

年月日

量

号司、

等



2 ボリ塩化ビフェニノレ使用製品について

所在事業場の名称

所在事業場の所在地

ポリ塩化ヒ

①前年度の3月31日に使用していたポリ塩化ビフェニル使用製品(高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。)

石川県立盲学校

JC

責任者

石川県金沢市小立野5丁目3番1号

の職名及び氏名

番号

「ロデマ'

製品の種類

②前年度中に新たに所有することとなった高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品(高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。以下同じ。)

の管理

番号

定格

容量

(第3面)

製品の種類

,製造者名

製品の型式等

保管無し

定格

谷璽

工
r " L

製造者名

製品の型式等

表示記号

上,土;「

廃棄予定

午月

廃棄の見込み

1 "ヒ

電話番号

表示記号

処分業者との

調整状況

参ぢ事項
".

台数又は

容器の数

量

台数又は

谷器の数 1

総重量
{1台当たり
爪址X台数】

量

総重量
(1 台゛1た"
Ik址X六数)

所有開始
年月日

濃度
区分

所有開始
場所

参老事項

所有開始
理由



(第4面)

③前年度中に他の事業場又は他の事業者の事業場において所有することとなった高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品

番号 製品の種類

備老

{格
グせ目
谷童

1.この届出書は、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管又はポリ塩化ビフェニノレ使用製品の所有に係る事業場ごとに作成し、毎年度6月30日までに提出するこ●。

2.届出者や事業場に閏する情報に変更があ0た場合には、速やかに都道府県知事に連絡すること。

3.「保管事業場の名称」及び「保管事業場の所在地」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の場所に係る事業場を記入すること。また、「所在事業場の名称」及び
「所在事業場の所在地」の欄には、ポリ塩化ビフニニル使用製品の所在の場所に係る事業揚を記入すること

4,「番号」の欄には、それぞれ先頭に「前年度の元号数一」を加えた整理番号(平成28年度の保管状況を届け出る場合の伊上 28-001)ミ付すこと。なお、前回ま

での届出において既に当該事業場における番号が付されているものについては、引き続きその番号を記入するごと。

5.「廃棄物の種類」及び「製品の種類」の欄には、記入要領に沿って、その名称を具体的に記入すること。

6.「廃棄物の到式等」及び「製品の型式等」の欄には、変圧器(トランス)等の銘板に記載されている「定格容量」、「製造者名」、「型式」、「製造年月」及び「表示記号

等」を記入すること。なお、「表示記号等」については、記入要領に沿うて、その名称を具体的に記入すること(伊上不燃性油)。

フ.「処分予定年月」の欄には、高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物を自ら処分し、又は他人に委託することを予定している年月を記入すること。低濃度ポリ塩化ビフェニル

廃棄物については記入しなくて椅わない。
8.「量」の欄のうち、「台数Xは容器の数」の欄には、ポリ塩化ビフェニルを使用する電気機器については台数(個数)を、その他のものについては保管している容器の

数(缶数等)を、それぞれ単位とともに記入すること。ただし、電気機器であ0ても、小型のものを容器にまとめて保管している場合であって台数(個数)を把握する

とができないときは、保管している容器の数(缶数等)を単位とともに記入すること。、^

9.「量」の欄のうち、「総重量」の欄には、ポリ塩化ビフェニルを使用する電気機器については、 1台当たりの重量に台数(個数)を掛けた重量を記鞁すること。その他

のものに0いては、容器込みでの重量を記載すること。

10.「濃度区分」の欄には、「高濃度」、「低濃度」又は「不明」のうち該当するものを記入するとと。なお、「高浪度」とは高濃度ポリ塩化ビフiニル廃棄物又は高濃
度ボリ塩化ビフェニル使用製品の略称、「低濃度」とは高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物以外のポリ塩化ビプエニル廃棄物又は高濃度ポリ塩化ビプエニル使用製品以外

のポリ塩化ビフェニル使用製品の略称である。

「保管の状況」として、新たにポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の状況を届け出る場合や、既に届け出たポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の状況に変更があ0た場合11

には、保管Lているポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管状況の分かる写真を本届出に添付すること。

12.「保管の状況」の欄のうち、「容器の性状」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を保管している容器の有無、容器がある場合にはその種類を具体的に記入すること

(例:「ドラム缶」、「なし」)。

13,「保管の状況」の欄のうち、「囲い等の有無」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を保管している場所の周囲の囲いの有無及び保管に係る掲示板の有無を記入する

ーと。

「保管の状況」の欄のうち、弓)別・混在の別」の欄には、他の物品と分別して保管Lているか澀在して保管しているかの別を記入すること。14

「保管の状況」の欄のうち、「漏れ等のおそれ」の欄には、保管中のポリ塩化ビフェニル廃棄物が漏れたりこぽれ落ちたりするおそれの有無を記入すること。] 5.

製造者名

製品の型式等

型式 1旦
1表示記号 参苦事項台数又は 1

,'マ

所有終了
理由

総重量
1台当たり
勺数】

所有終丁

年月日
移動先の所在の場所並びに事業者
又は事業場の名称及び所在地

量



「処分業者との調整状況」の欄には、高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物及び高濃度ボリ塩化ビフェニル使用製品に係る処分業者との委託契約の締結状況等を記入する16

こと。低濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物については記載しなくて構わない。

「参老事項」の欄には、その他保管の状況等を把握する上で参考となる事項を記入tること(伊上「屋内で保管」、「絶縁油を抜いたもの」、 rpcB濃度△叫/k剖、17

「今後分析予定」)。なお、保管の場所や所在の場所が複数存在する場合は、各廃棄物及び製品について、その保管の場所又は所在の場所をそれぞれ特定して記載する

と。

18.「保管開始理由」及び「所有開始理由」の欄には、「他の事業場から移動」、「讓受け」及び「承継」のいずれかを記入すること。

19.「保管終了理由」及び「所有終了理由」の欄には、「他の事業場に移動」、「譲渡し」及び「承継」のいずれかを記入すること。

20"「処分年月日」の欄には、実際にポリ塩化ビフェニル廃棄物の処分が終了した日を記入すること。

「処分後の廃棄物の揮類及ぴ処分先」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を処分した後に生じた廃棄物の種類及び処分先を記入すること。2 1.

「①前年度の3月31日に使用していたポリ塩化ビフェニル使用製品(高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。)」の表は、高濃度ポリ塩化ビフェニル使用2 2.

製品以外のポリ塩化ビフェニル使用製品については、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管事業者が、本施行規則第9条第1項第5号又は第20条第1項第5号の規定に基づ

き、記載するものである。

23.「高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物」とは、電気事業法佃召和39年法律第170号)第2条第1項第18号に規定する電気工作物である高濃度ポリ塩化ビ

プエニノレ使用製品をいう。

24.この届出書において、「廃棄」とは、ポリ塩化ビフェニノレ使用製品の使用を止め、廃棄物と司、ることをいう。

25.「廃棄予定年月」の欄には、高濃度ボリ塩化ビフェニル使用製品を廃棄することを予定している年月を記入すること。低濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品については

記載しなくて構わない。

26.二の届出に係るポリ塩化ビフェニル廃棄物の処分についての産業廃棄物管理票の写し(廃棄物処理法第12条の3第4項又は第12条の5第5項の規定による送付を

受けた産業廃棄物管理票の写しをいう。以下同じ。)を複写機によりA3判以下の大きさの用紙に複写Lたものを添付すること。なお、電子情報処理組織を使用するた

めこれらの書類を添付することができない場合は、当該これらの書類に代えて、当該これらの書類に記載される事項に相当する事項を記録した電磁的記録をA3判以下

の大きさの用紙に出力したものを添付すること。ただし、 6月30日において、産業廃棄物管理票の写しの送付又は廃棄物処理法第12条の5第4項の規定による通知

を受けていないため添付すべき書類を添付することができないときは、その産業廃棄物管理票の写しの送付のあった日又はその通知のあ0た日から10E以内に提出す

ること。

27.その他環境大臣が定める書類及び都道府県知事が叱、要と認める書類を添付すること。
28.都道府県知事が定める部数を提出すること。

(第5面)
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保管場所(理科準備室外観)

1 、゛認に轟丁ナ" t~!ニ""邑1

PCB汚染物保暫場所,
;'興傑薯以外立
^R島智,

●盟庫= 1§『'ト

^゛

X'纂止
^

'1

^
.

1

^

■一ー"阜'T,

コンデンサー類内訳1

キ、,
T

て.;●
.^1

1

、1

'

.▼星ι^

盟冉

保管場所(室内)

宴゛
゛Y

^

1

:'

゛゛

ゞ

子

コ●

'^

'

1

『'
、
巨「●
弔

"!;.
、;fl

/コンデ、ンサーフ~221

見孤^雪停熊婿解,1

,ー、

ι了

「

τ"

'

.)ι

、
.^

゛〆、

1

'一「一『一^

'^

.゛、

ー^

,」ー

+^

,'^,,"'

_'・.J.武

貿

;山
戸■■

',".

*

よ"

i

^ ■

コ

'

一

則、如尊峰寄'

覗舌書HD、〒写

一卑:「

^

1

.'ニ.^

壮"

、^

ー、

',fF゛、、,、

冒

ト

、

暑

t
1.

'、,J'.・^"',

,

,

,■、

冒

L冒

プラペール缶中身

^

^

,

^

凡

、

ー.

,

、、

^

^^

^

r

^

^

弔

^

^

ず

＼

1

醍

"゛ー

、

^.、

石ル県立盲学校

一

コンデンサー類内訳2

゛

」

ト

岡ι^@"

^

◆
■4

1

斜
喩-0,.
J

^,畢

1

竃'卑松礪
^肌'.、,

冒

^^

;4 ".'

を゛

^.,早胃',"M

冒

^ー
.'!1・、^'

j

コ'

q

冨

^J

、

}'

^

■

宅;}i;,

、

'

」ー.1

早

,+.

1

1

ノ'

^武

之5'

'

ノ

.^

ー^

^

●■.゛

^

"ー

禅

If四^画勺
:.貞,

■ ,

,

J=当

'^

^

. .、、

1

〒.
1

^

.゛

甘

J.

,

1

゛

^

■直^
L'哲二"た

:'「"^ーー^.'一中

.、、t"鰹蕪靴ま靭'錨備 J7
■^^

".C丁、

'1干、^ι

、f:'1立゛...・.

tヨユιデZサーマヌ乏、21
.コ^ー、

.、

、
■

■

ノ

、
.

■
'

、
突

靴

、
声
ヨ

一

,

■
■、

"
゛
い
、
リ

■

■
■
■

〔
.
"
一
リ
、

一
.
一
,
、

一

乢
」

゛
ー

』
,
.
冒
;
゛
、

■
」

'
」

圏

.

.
一
.

甲

ー
.
、

写

L
了

、
.

'
■

ー
;

.
,

■
■
■

州
.

1
 
」
町
、
」
■
一
、

゛
.
、

し
■

、

r
-冒

.

,
.
ι
"
イ
.
ト
■
 
L
 
'
.
ず
、
 
J

・
^
、
加
'
・
"
^
、
^
・
.
'
.
、
.
'
Ⅷ
、
^
,
:
,
・
^
寄

:
"
リ
 
f
 
,
.
ー
'
:
、
.
"
一
:
、

、

■

■
■
コ

一
一
.
゛
望
W
:
.

゛
と
ア

.
リ■

■
■
"

、

■

Y
む
り

■

冒

冒
 
L

'
'
、

.

、
"
ン

■

.
J

、
.
綿
一
.

■

●
■

一

、

'

当
一
一
・
.
.

武
叉

一

,
O
W
-

巨
゛

-
L
:
 
J

.

〕

■
■
■
■
1
ι

゛

]

■
゛

Y

}
、

ゞ
"
、

υ

祢

、

一

■

一
'

一

、

、
亀
、

一
琴

ニ
,
ゞ
ニ

4゛

゛

J

、

゛

,

■

j

イ
ユ

.
,
一

ン
'

゛

、
"
、
一
^
、
一
゛
"
、
^

唱

一

、
ー

.

一
,
.

、
"
き
■
■

巨

』
.
 
J
 
一
し
.
J
.
、
、
三
一
^
.

.

一
、

、

.

■

,

一

■

」
■
 
1

■
■
、

1
X

■
■

"
"
゛

畔
 
r
 
'

し

.゛
゛

ー
ー

、

一

、

■

.

戸
 
J
J

、

ト゛

、

一
.
.
一
一

、

覗 ■

ー
ー
ー

"
L

、

、
J

ι
 
1
 
'
,
ト
ー
●

冒
、
'

'
ト
;
門
"
J
 
F
/
N

R

.

一
一

、
.

一
」
゛
一
●

=

一

ー
ー
」

r
■

■

一

"

■

一

'
咲
一

■

.
■

■
■

一
.
.
.

長
、
:
一

"

一

一

、

、

■

、
.

.
π

"

、
,
"

.

一

"
'

.
、

゛■

、

一

'

.

一
.
.

.
'
手
、

,'

.

、
、



弓ゞ即

4,12,20

ノケ'自咲

石川県知事馳浩

分析結果総括表

貴依頼による絶縁油中のPCB含有量分析に係る結果を以下に示します。

件名:る川県立盲学校 PCB含有量調査業務

コンテンサ1

ニコンフ'ン'り、2

:コン'r'ンサ'3

コンデン→ナ4

様

試料名

■'^→^.〒^■."^^^』一■明^"^]」^【

計暈証映事女所一石j.111県鄭事登録第1号
株式会社大知県境分析ゼ'1ター出業本部
,蛇、H揃補刈県篤美郡川北1、二反田273番地
、1'ミ[".076-ゴフ、:3713.'1,FA御076-27フ-3139

'^」冒^.、、L、ムY^ノ"J "即

以下余白

り」6^L."L ^'.'即'
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結果

^

基準 " 5 J・、

備為':

分新の結果、基准を超過する絶縁油の使用が確認された機器は『ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推
進に闘する特別措貴法永こより以下の裏項が羨務付けられます。ー

]、都道府県知事(保健所を設儷する市又は特別区にあ0・では、市長又は区長)への届ぜ
2.法で定める期隈内(2027年3月31田までの処理
3.譲り渡し及び譲り受けの禁止

4.廃簗物処理法で定める「特別管理産業廃棄物簀理貰任者」の設置
5.廃棄物処埋法で建める「特別管理産業廃棄物保管基推」{こ基づく適正な保管
同基準には飛散・流出寸也下浸透・恕奥発生の防止などがありまt
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石川県知事馳浩

分析結果報告書

試 料

採取年月

採取時

名

,斤

コンデン'サ

採取の区分

:マンラ'ンリ'1

採

0,15

石川県立盲学校

特

取

令平叫年熊月16日

13a寺25分

様

事項

者

採取

辻本祥次

◆対象機器

件名:石川県立盲学佼
PCB含有量調査業務

貴依頼による絶縁油中のPCB含有量分析に係る結果を炊の通り報告します。

製

製

計呈証明聖業登録

NO.「導700330

令fΠリ・P・12j} 20 H

株式会織7天和毅津分折センター
〒920-0甲1、や川県金足1^小坂町中18哥地4

電J、、.^^t

株式会材、4太和環境分折炉ンター事業本部
〒舵3・1岐武沽血県鵡ぎ那川北勵三反配73

製造番号

者

造

定格容量

式

総

年

ニチ劉ン株式会社

JCPBMNBLU・玲04V

重

◆結果

苓川県

19能年

TE上 0?6-B7フ-3733

分析担当者

量

****

0.5 μ F

第1号U農度〕

****

分析項月

ポリ塩化ビフゴ.ニニル

臥" 0照・η卜奨,
島村唯史に、,、0

【織考1

PCH濃度が処理の判建基準(0.5mg門礁)を趙えたときは、PCB廃棄物として適正に保管等の処,秒詑びに届出を行う。
(平成16年2月17鬢環廃産・発第0抑B17005号)

分析方法

受電電圧

総

.、 J :.""_1」

結果
い18/kg )

油 量

醸0

絶縁油中の微量PCBに関する簡易測定法マニコ.アル2,1'2

(平成部年5月環境省廃棄物・りサイクル対策部産業廃棄物課)

****

****

判定基準
mg/沌)

0.5以下

検出下限値
( mg/k三)

1ヌ:タ)

採取場

造

)d
、
、
.
一1

U
-

試

記

e
 
r
陽



石川県知事,馳浩

分析結果報告書

試

採取場所

料

採取年月

採取時

名

コンテ'ン"'

採取の区分

ロンテ'ンリ'2

採

0,15

石川県立盲学校

取

令和4年11月16日

13時32分

様

者

採取

辻本祥徐

◆対象機器

件名:石川県立盲学校
PCB含有量調査業務

貴依頼による絶縁油中のPCB含有量分析に係る結果を次の通り報告します。

製

牙リ

造

製

計量証明串業登録

XO.1唱70嶋31

令flH午12ナ上氾 B

株式会曜t美1"環軍分析センター
〒920・'ヅ匝沼1"県金沢爺小坂町中那番地4

株式会ψ1太和還境努司センター事業本部
〒9器・1鄭1立川黙E美鄭ル北町芙反騎273
IEI_ 076-27フ-3733 FAX 076-之7牙一a139

分折担当者島村唯倉二,i・、11iy
、、、'!ーノ

製造番

者

定格容量

式

総

年

ニチコン株式会社

JCPBMNBIAH504V

重

◆結果

'川県

1962年

堂電電

量

****

0.5 μ F

第1号q御卿

****

分析項舜

ポリ1姦化ビフ工戸ノレ

【備苓】

PCB瀧度が処理の判定基準締.5mgノ取)を超え.たときは、PCB廃棄物として適正に保營等の処理並ぴに届出を下討。
(平成16年2月17日環廃産発第0如217005号)゜

分析方法

総

結果
( mg/kg )

油

j.11

量

93

絶縁油中の微量PCBに関する簡易測定法マニュアル2.1.2

(平成23年5月環境省廃棄物・りサイクル対策部産業廃棄物課)

****

****

判定某堆

( 1鴫/kg )

0,5以'ド

検出"F隈値
( nlg/kR )

の区

特言己事瓊

分

造

1.1試

凡
勺

日
閥



石川県知事,馳浩

分析結果報告書

採取場所

十1

0.15

名

取年月口

取時問

コンデン,→ナ

コンテンサ3

採

右川県立盲学校

取

令和4年H月16日

13E寺37分

様

者

採取

辻本 1羊次

◆対象機器

件宅:石川県立盲学校
PCB含有量胴査業務

貴依頼による絶縁油中のPCB含有量分析に係る結果を次の通り報告します。

●て

ゴニ

造

製

計鼠証明獅・業登録

NO. P57003{党

令和4午12月20日

製造番号

株式会紅、ヲξ和環'分析センター

加・一艇"1-ート,・・,、

株式会畦六和尭痛分斑1ンター事業本部
〒923-12§どi癒山1県角最郷川北町.三反丑党73

者

式

総

格容量

年

ニチコン株式会社

CP711A3'n05V

重

◆結果

石膨県

1969年

丁EL

量

****

076-27フ-3733 F<X 076-217-3139
ψ i 'i「1、,'.

"'、'、'1-、分析担当者島村'1嘩1荘{,

1μ F

第1号U制甥

****

分析項目

ポリ塩化ビフェニル

1備菅1

PCB濃度が処理の判定基準扣.5Π堀ハ屯}を超え.た上きは、PCR廃棄物として適正{こ保管加の処理並びに態出オー・う。
〔平成16年2月17H環廃産発第0如217005号)゜

分析方法

挟取の区

事項

受電

Y'_¥1.、ン、イ i
~,幽一

総

電圧

結果
( mE/kg )

油 量

1.フ

絶縁油中の微量PCBに関する簡易唄11定法マニュアル2.1,2

(平成器年5月環境省廃棄物・りサイクル対策部産業廃棄物課)
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****
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石川県知{".馳浩

分析結果報告書

採取場所

料

検出下限値
( mg/k含)

名

取午月

取時

ニンデン'サ'

採取の区分

コンテ」ン■卜4

採

0.15

石川県立盲学校

特記事項

取

令和4年U阿 16H

玲E茅玲づ)

様

者

採取

辻本祥玖

◆対象機器

件名:石川県立盲学校
PCB含有量調査業務

貴依頼による絶縁油中のPCB含有量分析に係る結果を次の通り報告Lます。

製

ゴニ

製

戈01石700333

令手IH午12ナ1200

製造番号

者

式

総

年

ニチコン株式会社

CP70IA3T405V

重

◆結果

玲70年

TEI,

量

****

加6{27フ-37器 FAX 076-217"31§9

分析扣.顎者鳥村唯金ゞf11,、1
'{,","゛'ユ、、ー

4μ F

****

分析項趨

ポリ塩化ビフェニル

【備昔】

PCB濃度が処理の判定基准Φ.5mgノ加)号超えたときは、FCB廃棄物として適正;こ1呆管鼻ψ"〕処理並ひに届出を行う。
{平成16年0月17日環廃産発第Ⅸ0217005号}゜

分析方法

受電電底

総

結果
( mg/1嬉)

油

絶縁油中の微量PCBに関する簡易誤吟茸去マニュアル2.1.2

(平成器年5村環境省廃棄物・りサイクル対策部産業廃棄物課)
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添付資料

以下をき侵告します。

PCB調査に関する報告

以上

コソデンサフ~22

コソデソサ 23~37

株式会社

〒923.1253

'

大和染境分析センタ

6'11煤槌焚郡 111北町三反 IU 273

依頼主妾望により調査継続中1!.:

本体に竃解コソデンサ表記があり

記

1
 
2



R4石川県立盲学校現有PCB廃棄物(小型コンデンサー)一覧

峯U儒"
」虐器メーカー

Nkh1心on

2 Nkhjc0Π

3 NiLhicon

JCP月MN引A-50゛Y

表示記号

4 Nichic0Π

JCPBMN引A州50'ν

N此h北'0Π

CP111A3TI05ν

6

年武

Nにh北0"

●闘、.,凸

冒一ー.「

CP70IA3T405V

{理科実験器具搭載分】

7 Nichicon

1962

亡C0ナbι1リ仁伽lii0小ハ

価宅

A

8 Nkhloo"

1962

OE0204,"● FD160Υ、V

つ;上

N禽

A

9 Nlchic0Π

1969

CP・CO.22UF(闡】'0OYリY

含向呈分"批闘

中間帖音1

10

A

Nkhlcorl

1970

CPCO.22UF(M】60OYリY

11

A

?

Nlchlco"

CP・AO.1UF(M〕40OWV

不含証明島り

R42.1'輿聾

12

3

冨寛;上

デ昂小全

Nich;corl

CP・CO.047Uす{N〕'舶WV

不含蚕明鼻」」

究4.2.14廃軽

13

゛

Nich町0"

CP・CO.叫T口下(M)4COWV

14

含、三分斯桜闘

中問根暑?

ム

N叫h嘩0門

CP.CO04了゛FιM)'0OWV

2

15

ム

NEchlc0Π

CP・CO.047UFιM)40OWV

16

5

A

Nlch,C0門

'小寺

ー"封魚

【明工冬)

CP.CO.022甘FIM)4舶WV

4

17

'

A

N心hlc0Π

CP.CO,0IUF{K】40OWV

1ヨ

7

A

分折軸巣

1

Nlchlc0↑、

県喋超●(低溝度)

CP・coolur(脚卯OWV

19

8

A

P

NIC印oon

幕"超●(低澳度)

JCP.AO.1Ur{MMO0,VV

穿孔の粘果別燭素対卑となるため、分折

せずに低漫盧PCB旋壷物と●なす.

〔産座圭貞削畠硫琵清〕

5

20

9

A

Nlchlo0ずし

3 蓮蹴超遇(低農廣)

JCO、AO.ユUF(M)40OWV

穿孔の舶果別幽食対品となるたM、分折

せずに低渠虔PCB暁奨物とみなす.

(産店推駒剛日槍認済)

6

21

10

A

Nlch1亡0"

ι 甚準超過【低遭度】

CP.AO,1UF(M)4卯WV

穿孔の粘巣別均童対此となるため、分折

せずに砥濃塵PCB境嚢物と●なオ'

(産廓探面財団徒闘岳)

7

22

U

A

NICんico"

JCP・AO.00'7UF(M】4叫WY

穿孔の帖桑別出責対此とむ石ため、分所

せナに低颯塵9C日虎棄物とみなす.

(産廃掘拘動臼確聾訊)

8

23

1?

A

KDK

160V ・ 0.1U

雰孔の砧桑別慣笠刈応ι女るため、分栃

せず1二低漁桂PCB廃業物色みな,.

(筐廃操釦財国碇脚済)

9

24

」3

A

KDK

160V ・ 0,0'7M

讐乳の砧験圃煤寳判応となるた"、分特

せず仁低漁度PC8畔素物とみな,.

(達庇娠典財司碇胞西)

10

25

M

A

HDK

TYPE 35BI00 ヨ50W"V KCKU5A1了C

Ⅱ

謝孔の枯具別鴇豐刈彬となる夫め.命析

せずに低裳度PC日廃巣物とみ孝オ.

(詫廃振典財団確認済)

26

15

A

KDK

TYPE "B1Ⅱ0 姑OUリV KOKL15A11C

穿乳の鈷果別寓寳対此となるため."怖

せずに低零佳PCB騰蚕物とみむオ.

(隻廃擾卿財岳確琵済)

12

16

27

A

KDH

TYPE 35eB0350VU.ν. KOKUSAI

偉孔の靴臭別揖寳削彪となるため,分析

せずに邑津塵P0日劇弄物とみなオ.

(逢臓振冊財団硫器済)

13

Ⅱ

28

A

KDK

TI「[^'゛間0似、 PM 」匡0乢、貞卜弧】OTOJ●'哩N

穿孔の見果別削斉封応と孝るため.分蛎

せずに邑慢霊PCB庚糞物と●む:オ.

(簾廃擾興財臼確認済)

14

18

29

A

KDK

Tipr -5『'0 "0削U 七5岬Y 叫0代L才血1 匿ru,O JAPとN

耳孔の剰異別調葦封応となるた町.分析

せずに低浸戻PC日屠葺物とみむオ,

(置帰橿羽併吊確昆済)

Ⅱ

19

E

T、PI'、胃'0」,OW、見^'匡0托Uε画1貞,UT0コ舟「品N

穿孔の結果別調至封ヰとなるため.分析

せずに低澳度PC日底烹物とみなす,

(亙傷嶺真財団理飽野)

H

20

日

IYPE ヨ三日、」0 ヨ丘0リ1リιユ0戸V KOKU5▲1

實孔の枯果剛醐輩対島となるため.分折

せず仁信漢橿PC日廃棄物と赤女す゛

ι遍優楓妥附団靴捻悩)

17

正キ' 1/ 1'ノサ i !.,庄、1

ーリ}".及謄」r皐ゞ,ら{」鳳廐可禦

L-'1、宰七市謡

n

日

宵孔の砧望助国章対見と孝るため.分折

せすに低洞置PC呂廃真物とみ=t,

(匠庚撫美財団兼甥許】

論

う.

置、ユ,・ラ゛ン§け,τ.1亡'リ

,チ可1」"1之牙'ーゞ、学;1'畳蕪可博

{゛1キ宰卓味に、

日

穿礼の結果割瞬章封応とむるため.分斯

せずに憾演虚PC丑解棄吻とみなt゛

(置膚蚤典財団確綿野」

独

開

テ、「.:ンテン山「ι三存り

,'T●斐fTgF4t゛,:.ト'廃誤可能

いU青¥ー'壗:リ

日

穿孔の枯果凱寓覧劃見と孝るため.分析

せずに低凄度PCB底真物とみなオ'

t老膚振興財臼確制請)

20

矯畔゛ン三ンー央ノイ.リ

,-1娩r:RFキ、";J瑳颪可能

、博」、¥→"「"}

%

B

N

矯畔」二 J ン"゛ι"、'」リ

へ可山「避昼PT、,"',」嶋轟可槌

(重N呆主'潅武>

B

26

点岬『二 J':"玉' t.リ

-4折具畔.X武、-1ユ冊双可壷

〔喧畔五.吉●1;1

力

亀'イ三ンギ""占.、1.開

ー・、崎1,に1工:阜リ'唐棄可捉

r'県黒吉・'1,

:ノサー

゛
0



R4石川県立盲学校現有PCB廃棄物(小型コソデンサー)一覧

■シデノサ【

壷足舌晃
隆噐メーカー

帥 KDK

31 HDK

32 KDK

TY,E 35日,゛0,50Y、νι20PU. 1(0質USA1 百30'

33

婁示記昇

KDK

IYPE 3三日.40 ]5田YYV 420P.リ K田KリεA1 申」マ

34 KDK

40+40MFD 150νψ,V. KOKUSA1 π

35

年弐

KOK

'赴旺円1.

'."['1

20MF0 帥OWV、 KOKUSA1 艶09

【理科実験器具搭載分】

36 KDK

働寺

20MFD 30OW V、 KOKU5A1 5310

37

日

KDK

分蛎

ヌ:獄

20MFD 300、N.Y. KOKU9A1 鵬10

38

日

,,Ⅱつ0ON こ"ENI. CON

6NFD 5伽゛i.V. KOKU$A170

含有益分祈樋閏

中捕報告1

1尹,']'ノノ"よ空Fり

、・"〒'工偶」.芋,ニ、叶暁黙可能

(咲.1卦葦゛.1詑';,

N

39

備青欄A:

伽考欄B :

日

N IP',ON C11EN I・CON

20MFD 150Vリ.Y. KOKU$A1 曲0'

門写コニ/.叫念,.'"

ι一叫堰に牙,呼ι一:1暁棄可繰

t巴氏#'1丑.τ

2 「1

B

PC日抽使用のニンデンサに叢当しτい壮いが、徴里PC圃昆入の可能世については

舌定できない旨の報告がメーカーより在リ

Aと同様の旦解τ,ある旨、〆ーカーより理利教材取扱奬老経由で報告島1」(口鼠j

当嚴製靖会社は既に廃業Lてしると思われ占ため詳細1ネ不明とのこと

Ino!゛ FD 2"ゞ¥V 」1$0]'306E

理哩ゴ 1 ン'."色゛,Ξ゛ U

ち川様ザ,単七「;オ噴棄可廃

イ"!赴辛毛帯'毛}

ヨ0

B

交更゛

分折討魚

Wor゛FD 25WV 」1S09田060

キ"、:ンゲン"大1コ='リ

,ヴ川雌悼豊畢む門U虜実可特

1ψ喩M●排之}

Ⅱ

B

含癌旦分析撥閏

中問州告2

墫吋ヨンフ'ン゛,袈三,,{t'1」

ム所叫酬見"ル「弧庚畢司嵩

{酢肌藁'堺R

詑

B

ヨ3

撮゛丁丑ン5'ン"去毒玉%り」

4折騨杭岬俺立0獄廃棄司埋

1心壌筑.貞橿:モ}

B

不含証閉あり

R4.2,14廓棄

,r"器ンデンリ表1三Q.リ

,十崎嵯閏岬傑,'0。士庚畢可挫

t心珪剤出'拝)

剥

冨至靴

分析封永

(電繋)

不含証覗あり

R4.2.1ι唐棄

'喜,¥「ン〒ノリ占1'ι゛11.1

、+千峡削岬武な.コば庚牢可薯

t心妻平妻躯1ξ

3、:

分折結果

●纖椴告対亀
J区

1・-4

フ-22

本体及び検査円品を個叢L倶管中

今折偲駆のため低凱産POB廃憂物とみなさ卓た

小型コンデンサー

M体寺1裳の偶存袋仁て保管中



様式第一号（一） （第九条、第二十条及び第二十七条関係）

（第1面）

ポリ塩化ビフェニル廃棄物等の保管及び処分状況等届出書（保管事業者及び所有事業者用）

令和 5年6月12 日

金沢市長村山卓 殿

届出者

住 所石川県金沢市才田町戊295-1

氏 名石川県農林総合研究センター所長薮哲夫

（法人にあっては、名称及び代衷者の氏名）

電話番号076-257-6911

、

、

、

~

さ
ゞ
，
上

Ｉ

ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法第8条第1項（法第15条及び第19条において読み替えて準用する場合を含む｡）の規定に基づき、

令和5年度年度のポリ塩化ビフェニル廃棄物等の保管及び処分の状況等を届け出ます。

1．ポリ塩化ビフェニル廃棄物について

’ 保管事業場の名称石川県農林総合研究センター農業試験場
保管事業場の所在地石川県金沢市才田町戊295．1

特別管理産業廃棄物責任者の職名及び氏名 ｜業務主任山本富士夫
保管の場所 ｜石川県金沢市才田町戊295.1

’ ’電話番号 076-257-6911

①前年度の3月31日に保管していたポリ塩化ビフェニル廃棄物

｜ ｜ 量廃葉物の型式等 保管の状況

総重量

（1台当

たり亙丑

×台数）

濃度

区分

処分予

定年月

台数又

は容器

の数

処分業者との

鯛整状況

分別・

混在の

別

漏れ等

のおそ

れ

廃棄物の租類 製造

者名

製造

年月

番号 定格

容量

表示

配号等

容器の

性状

等

無

い

有

囲

の

参考事項

品名

低濃度PCB汚染物

（高圧トランス）

容器

なし

６

Ｐ

ｍ
ｍ

Ｐ

一

咽
Ａ

東芝 低濃度 有1台 分別 有21-1 1972



低濃度PCB汚染物

（高圧トランス）

北陸

電気

容器

なし

10KV

A

低濃度 有1台 分別 有197621－2

容器

なし

有 有コンタミ油 分別100L21．3

金属系汚染物

（ドラム缶）

容器

あり

1缶 有 混合 無21－4

容器

あり

1個 有 分別 無ウエス21－5

コンク

リート

破片

容器

あり

6個 有非金属系汚染物 分別 無21－6

合計



(第九条、第二十条及び第二十七条関係）
（第1面）

ポリ塩化ピフェニル廃棄物等の保管及び処分状況等届出書（保管事業者及び所有事業者用）

様式第一号（一）

令和5年6月 12 日

金沢市長村山卓 殿

届出者

住所石川県金沢市才田町戊295-1
氏名石川県農林総合研究センター所長藪哲夫
（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

電話番号076-257-6911

(法第15条及び第19条において読み替えて準用する場合を含む。ポリ塩化ピフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法第8条第1項（法第15条及び第19合
の規定に基づき、令和5年度のポリ塩化ピフェニル廃棄物等の保管及び処分の状況等を届け出ます。

1．ポリ塩化ピフェニル廃棄物について

）

石川県農林総合研究センター農業試験場保管事業場の名称

石川県金沢市才田町戊295-1保管事業場の所在地

’ | 電話番号 ’電話番号特別管理産業廃棄物管理責任者の職名及び氏名 業務主任山本富士夫 076-257-6911

’保管の場所 石川県金沢市才田町戊295-1

④前年度中に自ら処分し、又は処分を委託したポリ塩化ピフェニル廃棄物

廃棄物の型式等 自ら処分した場合量 処分を委託した場合
濃度

区分
総重量
（1台当たり

重量x台数）

廃棄物の種類 参考事項番号 台数又は

容器の数

定格

容量

処分後の廃棄物の

種類及び処分先

処分
年月日

処分委託
年月日

処分受託者の
名称

処分
年月日

製造者名 型式 製造年月 表示記号等

ﾊ参 ン
一

一

瀞 中間貯蔵・環境
安全事業（株）

R4･5月2
3日

R4.12月1
5日'鯰6FL4

X叩 SNI4??2 FZ4鴫234 7個安定器21－7

瀞 中間貯蔵・環境
安全事業（株）

R4．5月2
3日

R4.12月1
5日ﾊ〃二 FZ4sﾘﾙ僻2 93234 '2go4個安定器21－8

鞭 中間貯蔵・環境
安全事業（株）

R4．5月2
3日

R4.12月1
5日

ﾊ室 ジFL4
XⅧ NP鯉1H FZ4 ?ム 144 2． 1k

g

一

一

安定器 1個196721－9
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金沢市長村山卓殿 令和5年6月12日

C型標準放送受信障害防止器（松尾電機株式会社）について

PCB不使用製品の為、産業廃棄物として金沢環境（株）様へ依頼し埋め立て処分場にて

処分を行って頂きました。

処分日；令和4年5月23日

石川県農林総合研究センター

管理部総務課山本富士夫



石川県農林総合研究センター 御中

PCB不使用証明書

2020年2月7日

松尾電機株式会社

総務経理部門長

鑿
網谷

拝啓貴社益々ご清栄の段お慶び申し上げます。

さて､貴社ご依頼の当社製品について､PCBを含有していないことを証明いたします。

敬具

記

対象製品;C型標準放送受信障害防止器

以上

－－
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様式第一号（一） （第九条、第二十条及び第二十七条関係）
（第1面）

ポリ塩化ピフェニル廃棄物等の保管及び処分状況等届出書（保管事業者及び所有事業者用）

5年5 月31 日

金沢市長 殿

㈱i話号悪事 ｡“
ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法第8条第1項（法第15条及び第19条において読み替えて準用する場合を含む。 ）
の規定に基づき、令和 4年度のポリ塩化ビフェニル廃棄物等の保管及び処分の状況等を届け出ます。

1． ポリ塩化ビフェニル廃棄物について

’１

１

Ｊ

１

１

石川県立金沢錦丘高等学校

金沢市窪6丁目218番地

保管事業場の名称

保管事業場の所在地

|電話番号’’電話番号１
１

企画管理専門員 町 賢司 076－241－8341特別管理産業廃棄物管理責任者の職名及び氏名

金沢市窪6丁目218番地保管の場所

①前年度の3月31日に保管していたボリ塩化ビフェニル廃棄物

量一’ 保管の状況廃棄物の型式等
処分予

定

年月

台数又

は

容器の

数

濃度

区分

処理業者との
調整状況

漏れ等
の

おそれ

分別・

混在の
別

参考事項総重量
（1台当たり

亜盈×台数）

番号 廃棄物の種類 容器の

性状

等
無
い
有
囲
の蕊製造者名

表示記号

等
型式 製造年月

－

非PCBもし

くは微量

機器

囲い

有、掲
示有

機器等登録

取り下げ
変圧器（トラ

ンス）

R9年3月
まで7‘ ‘剛輔ⅡCR-L5 なし なし分別その他 1 個 362.0 kgS471

’
(日本産業規格A列4番）



（第2面）

②前年度中に新たに保管することとなったポリ塩化ビフエニル廃棄物

! 里廃棄物の型式等’ 保管開始
理由

保管開始
年月日

濃度
区分’１

１

参考事項

１
１

製造者名 型式
総重還
（1台当たり

璽吐×台数）

台数又は

容器の数
表示記号

等
廃棄物の種類番号 定格

容量
製造年月

｜ ｜ ~’’
－

③前年度中に他の事業場又は他の事業者の事業場において保管することとなったポリ塩化ビフェニル廃棄物（④の場合を除く。 ）

｜ 量廃棄物の型式等
移動先の保管の場所並びに事業者
又は事業場の名称及び所在地

保管終了
理由

保管終了
年月日

濃度
区分

参考事項

|鯉苧|蕊奮暑織繍躍'靴‘ ”曇笛‘
l l l ｜ ■■ ’

総重量
（1台当たり

璽量×台数）

製造年
月

台数又は
容器の数

表示紀号

等

’
| 製”

番号廃棄物の種類定格
容邑

■

廃棄物の種類番号 定格

容邑
製造者名

④前年度中に自ら処分し、又は処分を委託したポリ塩化ピフェニル廃棄物

｜ 量 I－ 自ら処分した場合 ’ 処分を委託した場合 ‘
濃度

－

’ 廃棄物の型式等

区分 １
１

参考事項

１
１

！’
処分

年月日
総重量
（1台当たり

血赴x台数）

処分受託者の
名称

処分委託

年月日

処分

年月日

処分後の廃棄物の

種類及び処分先
廃棄物の種類 製造年

月

台数又は

容器の数
番号 表示配号

等
定格

容量
型式製造者名

’El l l



(第3面）

2．ポリ塩化ビフェニル使用製品について

所在事業場の名称

所在事業場の所在地

|電話番号’電話番号’ポリ塩化ビフェニル使用製品に係る事業の管理
責任者の職名及び氏名

所在の場所

①前年度の3月31日に使用していたポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。 ）
三
旱廃棄の見込み製品の型式等

濃度
区分’

参考事項総重量
（1台当たり

五趾×台数）

処分業者との
調整状況

台数又は
容器の数

廃棄予定
年月

製品の種類
型式 ｜製造年月|表零号

番号 定格
容量

製造者名

②前年度中に新たに所有することとなった高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。以下同じ。 ）

量

番号 製品の種類

製品の型式等

定格
容量

製造者名 型式 製造年月
表示記号

等

台数又は
容器の数

総重量
(l台当

砿磁×台

たり
数）

所有開始
年月日

恥

所有開始
場所

所有開始
理由

参考事項



（第4面）

③前年度中に他の事業場又は他の事業者の事業場において所有することとなった高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品
量製品の型式等

移動先の所在の場所並びに事業者
又は事業場の名称及び所在地

所有終了
理由

所有終了
年月日

参考事項

蕊|…| 型式|製造隼周|簔警。 ｜綴
台数又は

容器の数
製品の種類番号

｢~｢~「 ｜ ｜’

備考 1． この届出書は、ポリ塩化ピフェニル廃棄物の保管又はポリ塩化ビフエニル使用製品の所有に係る事業場ごとに作成し、毎年度6月30日までに提出すること。
2．届出者や事業場に関する情報に変更があった場合には、速やかに都道府県知事に連絡すること。
3． 「保管事業場の名称」及び「保管事業場の所在地」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の場所に係る事業場を記入すること。また、 「所在事業場の名称」及び
「所在事業場の所在地」の柵には、ポリ塩化ピフェニル使用製品の所在の場所に係る事業場を記入すること。

4． 「番号」の柵には、それぞれ先頭に「前年度の元号数一」を加えた整理番号（平成28年度の保管状況を届け出る場合の例： 28－001）を付すこと。なお、前回ま
での届出において既に当該事業場における番号が付されているものについては、引き続きその番号を記入すること。
5~ 「廃棄物の種類」及び「製品の種類」の柵には、記入要領に沿って、その名称を具体的に記入すること。
6． 「廃棄物の型式等」及び「製品の型式等」の棚には、変圧器（トランス）等の銘板に記救されている「定格容量」 、 「製造者名｣、 「型式｣、 「製造年月」及び「表示記号
等」を記入すること。なお、 「表示記号等jについては、記入要領に沿って、その名称を具体的に記入すること （例：不燃性油） 。

7． 「処分予定年月」の柵|には、高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物を自ら処分し、又は他人に委託することを予定している年月を記入すること。低濃度ポリ塩化ビフェニル
廃棄物については記入しなくて構わない。

8． 「量」の柵のうち、 「台数又は容器の数」の欄には、ポリ塩化ビフェニルを使用する電気機器については台数（個数）を、その他のものについては保管している容器の
数（缶数等）を、それぞれ単位とともに記入すること。ただし、電気機器であっても、小型のものを容器にまとめて保管している場合であって台数（個数）を把握する
ことができないときは、保管している容器の数（缶数等）を単位とともに記入すること。

9． 「量」の柵のうち、 「総重量」の柵には、ポリ塩化ビフェニルを使用する電気機器については、 1台当たりの重量に台数（個数）を掛けた重量を記載すること。その他
のものについては、容器込みでの重量を記載すること。

10． 「濃度区分」の柵には、 「高濃度」 、 「低濃度」又は「不明」のうち該当するものを記入すること。なお、 「高濃度」とは高濃度ポリ塩化ピフェニル廃棄物又は高濃
度ポリ塩化ビフェニル使用製品の略称、 「低濃度」とは高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物以外のポリ塩化ビフェニル廃棄物又は高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品以外
のポリ塩化ビフェニル使用製品の略称である。

11． 「保管の状況」として、新たにポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の状況を届け出る場合や、既に届け出たポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の状況に変更があった場合
には、保管しているポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管状況の分かる写真を本届出に添付すること。
12. 「保管の状況」の柵のうち、 「容器の性状」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を保管している容器の有無、容器がある場合にはその種類を具体的に記入すること
（例： 「ドラム缶」 、 「なし」 ） 。

13． 「保管の状況」の柵のうち、 「囲い等の有無」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を保管して｣､る場所の周囲の囲いの有無及び保管に係る掲示板の有無を記入する

i4当確の状況｣の柵のうち｢分別混在の別｣の柵には､他の物品と分別して保管しているか混在して保管しているかの別を記入すること。
15． 「保管の状況」の柵のうち、 「漏れ等のおそれ」の棚には、保管中のポリ塩化ビフエニル廃棄物が漏れたりこぼれ落ちたりするおそれの有無を記入すること。



蕊
平成19年3月7日No. CZ10702001-1

結果報告書

石川県知事谷本正憲一殿 －－

13-17御依頼のあった試料を分析した結果

下記に示す通りになったことを証明いた

します。

絶縁油

トランス1東京芝浦電気HCR-L51972製造No.72046116

石川県立錦丘高等学校

(金沢市窪六丁目218）

平成19年2月21.日

天候一 気温一℃水温一℃

藤原正宏

平成19年2月21日～平成19年3月6日

百瀬純一・ 山本貴志

分析試料名

分析試料採取場所

分析試料採取日

分析試料採取条件

分析試料採取者名

分 析 日

分析担当者

分"析結果
分析方法基準値単位分・ 析項 目

321

絶縁油中のﾎﾟﾘ塩素化

上‘ﾌｪﾆﾙ(PCB)の分析

0.5以下mgikg 13PCB

方法規定JEAC-1201

(1991)に準拠



様式第一号（一）（第九条、第二十条及び第二十七条関係）
（第１面）

ポリ塩化ビフェニル廃棄物等の保管及び処分状況等届出書（保管事業者及び所有事業者用）

令和 5 年 6 月 13 日
金沢市長 殿

届出者   
住　所 金沢市観音堂町チ９番地

氏　名

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）
電話番号 ０７６－２６７－２２２１

の規定に基づき、令和 4 年度のポリ塩化ビフェニル廃棄物等の保管及び処分の状況等を届け出ます。

１．ポリ塩化ビフェニル廃棄物について

保管事業場の名称 石川県立金沢産業技術専門校

保管事業場の所在地 金沢市観音堂町チ９番地

特別管理産業廃棄物管理責任者の職名及び氏名 訓練第一課長　西出　悟 電話番号 076-267-2221

保管の場所

番号 廃棄物の種類

廃棄物の型式等 量 保管の状況

参考事項
製造者名 型式 製造年月

17-1 30KVA 東芝 S.38.9 1 台 217.0 kg 低濃度 なし 分別 なし

17-2  5KVA   〃 S.38.5 1 台 89.0 kg 低濃度 なし 分別 なし

石川県立金沢産業技術専門校
校長　　斎藤　博

  ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法第８条第１項（法第15条及び第19条において読み替えて準用する場合を含む。）

①前年度の３月31日に保管していたポリ塩化ビフェニル廃棄物

処分予定
年月

濃度
区分

処理業者との
調整状況定格

容量
表示記号

等
台数又は
容器の数

総重量
（１台当たり
重量×台数）

容器の
性状

囲い等
の有無

分別・
混在の
別

漏れ等の
おそれ

トランス（電
力用）

PS6-
6DP30A11

囲い有
、掲示
有

H17～
製造番号
63606362

トランス（電
力用）

PS6-
6DP5A11

囲い有
、掲示
有

〃
製造番号
62614644



17-3  5KVA  〃 S.38.7 1 台 88.0 kg 低濃度 なし 分別 なし

17-4  5KVA  〃 不明 不明 1 台 89.0 kg 低濃度 なし 分別 なし

17-5  5KVA TOT-VF S.38.2 1 台 100.0 kg 低濃度 なし 分別 なし

17-6 50KVA 東芝 S.45.7 1 台 267.0 kg 低濃度 なし 分別 なし

17-7 20KVA 三菱電機 HT532412 1 台 100.0 kg 低濃度 なし 分別 なし

17-8 30KVA 東芝 S.38.10 1 台 217.0 kg 低濃度 なし 分別 なし

17-9  5KVA  〃 S.41.2 1 台 73.0 kg 低濃度 なし 分別 なし

17-10 10KVA TOSWVF S.38.5 1 台 112.0 kg 低濃度 なし 分別 なし

17-11 20KVA 東芝 PS6-K6 1 台 120.0 kg 低濃度 なし 分別 なし

17-12 20KVA  〃 PS6-K6 1 台 120.0 kg 低濃度 なし 分別 なし

17-13 油遮断機 7.2KV 200A 日新電機 DH-121L 1 台 95.0 kg 低濃度 なし 分別 なし

17-14 無鉛揮発油 5Kg 不明 不明 不明 1 缶 6.3 kg 低濃度 一斗缶 分別 なし

18 無鉛揮発油 5Kg 不明 不明 不明 1 缶 6.3 kg 低濃度 一斗缶 分別 なし

19 ウエスほか 不明 不明 不明 1 式 1.3 kg 低濃度 分別 なし

20 不明 不明 不明 1 式 4.8 kg 低濃度 分別 なし

（日本工業規格　Ａ列４番）

トランス（電
力用）

PS6-6DP-
5A3

囲い有
、掲示
有

〃
製造番号
62612004

トランス（電
力用）

囲い有
、掲示
有

〃
製造番号
不明

トランス（電
力用）

大阪変圧
器

囲い有
、掲示
有

〃
製造番号
1701419

トランス（電
力用）

PS6-
6DP50K11

囲い有
、掲示
有

〃
製造番号
70034765

トランス（電
力用）

1983年
囲い有
、掲示
有

〃
製造番号
G480286

トランス（電
力用）

PS6-
6DP30A11

囲い有
、掲示
有

〃
製造番号
63606376

トランス（電
力用）

PS6-
6DP5E11

囲い有
、掲示
有

〃
製造番号
65625908

トランス（電
力用）

大阪変圧
器

囲い有
、掲示
有

〃
製造番号
2206034

トランス（電
力用）

1980年
囲い有
、掲示
有

〃
製造番号
80032539

トランス（電
力用）

1980年
囲い有
、掲示
有

〃
製造番号
80032533

1969年
囲い有
、掲示
有

〃
製造番号
905296

囲い有
、掲示
有

〃
製造番号
不明

囲い有
、掲示
有

〃
製造番号
KP-20

プラスチ
ック容器

囲い有
、掲示
有

検体サンプル
（瓶）

段ボール
箱

囲い有
、掲示
有



（第２面）

②前年度中に新たに保管することとなったポリ塩化ビフェニル廃棄物

番号 廃棄物の種類

廃棄物の型式等 量

参考事項
製造者名 型式 製造年月

該当なし

③前年度中に他の事業場又は他の事業者の事業場において保管することとなったポリ塩化ビフェニル廃棄物（④の場合を除く。）

番号 廃棄物の種類

廃棄物の型式等 量

参考事項
製造者名 型式 製造年月

該当なし

④前年度中に自ら処分し、又は処分を委託したポリ塩化ビフェニル廃棄物

番号 廃棄物の種類

廃棄物の型式等 量 自ら処分した場合 処分を委託した場合

参考事項
製造者名 型式 製造年月

該当なし

濃度
区分

保管開始
年月日

保管開始
理由定格

容量
表示記号

等
台数又は
容器の数

総重量
（１台当たり
重量×台数）

濃度
区分

保管終了
年月日

保管終了
理由

移動先の保管の場所並びに事業者
又は事業場の名称及び所在地定格

容量
表示記号

等
台数又は
容器の数

総重量
（１台当たり
重量×台数）

濃度
区分定格

容量
表示記号

等
台数又は
容器の数

総重量
（１台当たり
重量×台数）

処分
年月日

処分後の廃棄物の
種類及び処分先

処分委託
年月日

処分受託者の
名称

処分
年月日



（第３面）

２．ポリ塩化ビフェニル使用製品について　　　該当なし

所在事業場の名称

所在事業場の所在地

電話番号

所在の場所

番号 製品の種類

製品の型式等 廃棄の見込み 量

参考事項
製造者名 型式 製造年月

②前年度中に新たに所有することとなった高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。以下同じ。）

番号 製品の種類

製品の型式等 量

参考事項
製造者名 型式 製造年月

ポリ塩化ビフェニル使用製品に係る事業の管理
責任者の職名及び氏名

①前年度の３月31日に使用していたポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。）

濃度
区分定格

容量
表示記号

等
廃棄予定
年月

処分業者との
調整状況

台数又は
容器の数

総重量
（１台当たり
重量×台数）

所有開始
年月日

所有開始
場所

所有開始
理由定格

容量
表示記号

等
台数又は
容器の数

総重量
（１台当たり
重量×台数）



（第４面）

③前年度中に他の事業場又は他の事業者の事業場において所有することとなった高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品

番号 製品の種類

製品の型式等 量

参考事項
製造者名 型式 製造年月

備考 １．この届出書は、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管又はポリ塩化ビフェニル使用製品の所有に係る事業場ごとに作成し、毎年度６月３０日までに提出すること。

２．届出者や事業場に関する情報に変更があった場合には、速やかに都道府県知事に連絡すること。

３．「保管事業場の名称」及び「保管事業場の所在地」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の場所に係る事業場を記入すること。また、「所在事業場の名称」及び

    「所在事業場の所在地」の欄には、ポリ塩化ビフェニル使用製品の所在の場所に係る事業場を記入すること。

４．「番号」の欄には、それぞれ先頭に「前年度の元号数－」を加えた整理番号（平成２８年度の保管状況を届け出る場合の例：２８－００１）を付すこと。なお、前回ま

    での届出において既に当該事業場における番号が付されているものについては、引き続きその番号を記入すること。

５．「廃棄物の種類」及び「製品の種類」の欄には、記入要領に沿って、その名称を具体的に記入すること。

６．「廃棄物の型式等」及び「製品の型式等」の欄には、変圧器（トランス）等の銘板に記載されている「定格容量」、「製造者名｣、｢型式｣、｢製造年月｣ 及び「表示記号

    等」を記入すること。なお、「表示記号等」については、記入要領に沿って、その名称を具体的に記入すること（例：不燃性油）。

７．「処分予定年月」の欄には、高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物を自ら処分し、又は他人に委託することを予定している年月を記入すること。低濃度ポリ塩化ビフェニル

    廃棄物については記入しなくて構わない。

８．「量」の欄のうち、「台数又は容器の数」の欄には、ポリ塩化ビフェニルを使用する電気機器については台数（個数）を、その他のものについては保管している容器の

    数（缶数等）を、それぞれ単位とともに記入すること。ただし、電気機器であっても、小型のものを容器にまとめて保管している場合であって台数（個数）を把握する

    ことができないときは、保管している容器の数（缶数等）を単位とともに記入すること。

９．「量」の欄のうち、「総重量」の欄には、ポリ塩化ビフェニルを使用する電気機器については、１台当たりの重量に台数（個数）を掛けた重量を記載すること。その他

    のものについては、容器込みでの重量を記載すること。

１０．「濃度区分」の欄には、「高濃度」、「低濃度」又は「不明」のうち該当するものを記入すること。なお、「高濃度」とは高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物又は高濃

    度ポリ塩化ビフェニル使用製品の略称、「低濃度」とは高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物以外のポリ塩化ビフェニル廃棄物又は高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品以外

    のポリ塩化ビフェニル使用製品の略称である。

１１．「保管の状況」として、新たにポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の状況を届け出る場合や、既に届け出たポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の状況に変更があった場合

    には、保管しているポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管状況の分かる写真を本届出に添付すること。

１２．「保管の状況」の欄のうち、「容器の性状」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を保管している容器の有無、容器がある場合にはその種類を具体的に記入すること

    （例：「ドラム缶」、「なし」）。

１３．「保管の状況」の欄のうち、「囲い等の有無」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を保管している場所の周囲の囲いの有無及び保管に係る掲示板の有無を記入する

    こと。

１４．「保管の状況」の欄のうち、「分別・混在の別」の欄には、他の物品と分別して保管しているか混在して保管しているかの別を記入すること。

１５．「保管の状況」の欄のうち、「漏れ等のおそれ」の欄には、保管中のポリ塩化ビフェニル廃棄物が漏れたりこぼれ落ちたりするおそれの有無を記入すること。

所有終了
年月日

所有終了
理由

移動先の所在の場所並びに事業者
又は事業場の名称及び所在地定格

容量
表示記号

等
台数又は
容器の数

総重量
（１台当たり
重量×台数）



（第５面）

１６．「処分業者との調整状況」の欄には、高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物及び高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品に係る処分業者との委託契約の締結状況等を記入する

    こと。低濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物については記載しなくて構わない。

    「今後分析予定」）。なお、保管の場所や所在の場所が複数存在する場合は、各廃棄物及び製品について、その保管の場所又は所在の場所をそれぞれ特定して記載する

    こと。

１８．「保管開始理由」及び「所有開始理由」の欄には、「他の事業場から移動」、「譲受け」及び「承継」のいずれかを記入すること。

１９．「保管終了理由」及び「所有終了理由」の欄には、「他の事業場に移動」、「譲渡し」及び「承継」のいずれかを記入すること。

２０．「処分年月日」の欄には、実際にポリ塩化ビフェニル廃棄物の処分が終了した日を記入すること。

２１．「処分後の廃棄物の種類及び処分先」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を処分した後に生じた廃棄物の種類及び処分先を記入すること。

    き、記載するものである。

２３．「高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物」とは、電気事業法（昭和３９年法律第１７０号）第２条第１項第１８号に規定する電気工作物である高濃度ポリ塩化ビ

    フェニル使用製品をいう。

２４．この届出書において、「廃棄」とは、ポリ塩化ビフェニル使用製品の使用を止め、廃棄物とすることをいう。

２５．「廃棄予定年月」の欄には、高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品を廃棄することを予定している年月を記入すること。低濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品については

    記載しなくて構わない。

２６．この届出に係るポリ塩化ビフェニル廃棄物の処分についての産業廃棄物管理票の写し（廃棄物処理法第１２条の３第４項又は第１２条の５第５項の規定による送付を

    受けた産業廃棄物管理票の写しをいう。以下同じ。）を複写機によりＡ３判以下の大きさの用紙に複写したものを添付すること。なお、電子情報処理組織を使用するた

    めこれらの書類を添付することができない場合は、当該これらの書類に代えて、当該これらの書類に記載される事項に相当する事項を記録した電磁的記録をＡ３判以下

    の大きさの用紙に出力したものを添付すること。ただし、６月３０日において、産業廃棄物管理票の写しの送付又は廃棄物処理法第１２条の５第４項の規定による通知

    を受けていないため添付すべき書類を添付することができないときは、その産業廃棄物管理票の写しの送付のあった日又はその通知のあった日から１０日以内に提出す

    ること。

２７．その他環境大臣が定める書類及び都道府県知事が必要と認める書類を添付すること。

２８．都道府県知事が定める部数を提出すること。

１７．「参考事項」の欄には、その他保管の状況等を把握する上で参考となる事項を記入すること（例：「屋内で保管」、「絶縁油を抜いたもの」、「PCB濃度△mg/kg」、

２２．「①前年度の３月31日に使用していたポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。）」の表は、高濃度ポリ塩化ビフェニル使用

    製品以外のポリ塩化ビフェニル使用製品については、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管事業者が、本施行規則第９条第１項第５号又は第20条第１項第５号の規定に基づ



様式第一号（一） （第九条、第二十条及び第二十七条関係）

（第1面）

ポリ塩化ビフェニル廃棄物等の保管及び処分状況等届出書（保管事業者及び所有事業者用）

令和5 年6 月 /_t-日
金沢市長村山 卓

届出者

住所金沢市泉野出町3丁目10番10号
石川県立金沢泉丘高等学校

氏名 校長岡橋 勇侍
（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

電話番号076－241－6117

(法第15条及び第19条において読み替えて準用する場合を含む。 ）ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法第8条第1項（法第15条及び第19条Iミ

の規定に基づき、令和 4年度のポリ塩化ピフェニル廃棄物等の保管及び処分の状況等を届け出ます。

1．ポリ塩化ビフェニル廃棄物について

保管事業場の名称||石川県立金沢泉丘高等学校
|保管事業場の所在地 |金沢市泉野出町3丁目'0番'0号
特別管理産業廃棄物管理責任者の職名及び氏名 専門員澤田優
保管の場所 ｜電気室

ｌ
ｌ

|…076－241－6117

①前年度の3月31日に保管していたポリ塩化ビフェニル廃棄物

‐~ー 堂
処分予

’廃棄物の型式等 保管の状況

定

年月

台数又
は

容器の

数

濃度

区分
処理業者との

調整状況
漏れ等
の

おそれ

分別・

混在の

別

番号 廃棄物の種類 参考事項総重鯉
（ 1台型iたり

iRhtx行政）

定格

容量

容器の

性状

表示記号

等
等
無
い
有
囲
の製造者名 型式 製造年月

別

別

別

別

分

分

分

分

い
掲
有
い
掲
有
い
掲
有
い
掲
有

囲
有
示
囲
有
示
囲
高
一
不
囲
高
示

し

レ

し

し

ノ

ノ

ノ

な

。

↑

缶

↑

缶

・

一

缶

国

國

國

園

囲い

有、掲
示有

なし分別

囲い

有、掲

示有

ケ､ミーノレ

缶
分別

’
囲い

有、掲

示有

J､ミーノレ

缶
分別

囲い

有、掲

示有

'､ミーノレ

缶
分別

四
国
回
国

■
■
■
■

■■

~ｌ
１
１
１
１

~
~
~
~

~
~
~
~

~
~
~
~

~
~
~
~

~
~

１
１
１

変圧器（トラ
ンス）

三菱電機

㈱
SF-T形150 KVA

餌
一
口 なし1982 1 430､0 kg

低圧コンデン
十十
~／

不明 不明 個ワ
ー なし0.48 kgJ(.P-BⅧ－ANIppONPARTS

低圧コンデン
サ

不明 不明 1 個 なし0.36 k9JCP-BMw-ANIPPONPARTS

低圧コンデン

サ
不明 不明 1 個 なし0. 13 kgJCP-BMW-ANIPPONPARTS

(日本工業規格A列4番）
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②前年度中に新たに保管することとなったポリ塩化ビフェニル廃棄物

廃棄物の型式等 量

濃度
区分
保管開始
年月日

保管開始
理由

廃棄物の種類 総重量
（】吉'1iたり
砿最×台数）

参考事項番号 定格
容量

表示記号
等

台数又は
容器の数

製造者名’ 型式 製造年月

PCB含有量分析調査をし

た結果、低濃度PCBであ
ることが判明したため

NIPPONPART

S
低圧コンデンサ 低濃度不明 不明 2 個 R4. 10. 17JCP-BMW-A 0.48 kg1-002

PCB含有量分析調査をし
た結果、低濃度PCBであ
ることが判明したため不明 |NIPPWpARTIJC*~AS

低濃度低圧コンデンサ 不明 1 個 R4. 10. 170.36 kg1-003

PCB含有鐘分析調査をし

た結果、低濃度PCBであ
ることが判明したため

NIPPONPAR1

S
低濃度低圧コンデンサ 不明 不明 1 個 R4. 10. 17JCP-BMW-A 0. 13 kg1-004

③前年度中に他の事業場又は他の事業者の事業場において保管することとなったポリ塩化ビフェニル廃棄物（④の場合を除く。 ）

廃棄物の型式等 最

濃度
区分
保管終了
年月日

保管終了
理由

移動先の保管の場所並びに事業者
又は事業場の名称及び所在地

総重量
( 1行凶iたり
nMt×台数）

参考事項番号 廃棄物の種類 定格
容量

製造年
月

台数又は
容器の数

表示記号
等

製造者名 型式

④前年度中に自ら処分し、又は処分を委託したポリ塩化ビフェニル廃棄物

廃棄物の型式等 量 自ら処分した場合 処分を委託した場合
濃度
区分

総重量
（ l台瞥¥たり
11t賊×台数）

参考事項番号 廃棄物の種類

蕊|製造者名
製造年
月

処分
年月日

処分委託
年月日

処分受託者の
名称

処分
年月日

台数又は
容器の数

表示記号
等

処分後の廃棄物の
種類及び処分先

型式

日本コン
デンサエ
業（株）

雛
度 R4$ |喫鍵(#=I R"!

コンデンサー

(3kg未満） s溌｜ 不明不明 不明 1 個 1.5 k93-001

その他PCBを
含む油

鍬
度 [雲鑿蕊("I R4]!試薬瓶｜ 不明 ｜ 不明 不明 ｜ 不明3-002 l 袋 R4.8

0.235 kg

検査用針
及び手袋
等

雛
度 鯉蕊("I R4u不明 ｜ 不明 ｜ 不明 ｜ 不明その他 l 袋3-003 R4.8
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2．ポリ塩化ビフェニル使用製品について

所在事業場の名称

所在事業場の所在地

|電話番号’電話番号
｜
’

ポリ塩化ビフェニル使用製品に係る事業の管理
責任者の職名及び氏名

｜
’所在の場所

①前年度の3月31日に使用していたポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。 ）

製品の型式等 廃棄の見込み 錘

濃度
区分

参考事項総重量
( 1台沙1たり

IR吠×台数）

製品の種類番号 廃棄予定
年月

処分業者との
調整状況

定格
容量

台数又は
容器の数

表示記号
等

製造者名｜ 型式 製造年月

②前年度中に新たに所有することとなった高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ボリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。以下同じ。 ）

製品の型式等 量

所有開始
場所

所有開始
理由

所有開始
年月日

参考事項総重量
( 1台､%たり

in品×台数）

製品の種類番号 定絡
容品

台数又は
容器の数

表示記号
等

製造者名 型式 製造年月



1． この届出書は、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管又はボリ塩化ビフエニル使用製品の所有に係る事業場ごとに作成し、毎年度6月30日までに提出すること。

2．届出者や事業場に関する情報に変更があった場合には、速やかに都道府県知事に連絡すること。

3~ 「保管事業場の名称」及び「保管事業場の所在地」の欄には、ボリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の場所に係る事業場を記入すること。また、 「所在事業場の名称」及び
「所在事業場の所在地」の欄には、ポリ塩化ビフェニル使用製品の所在の場所に係る事業場を記入すること。

4． 「番号」の柵には、それぞれ先頭に「前年度の元号数一」を加えた整理番号（平成28年度の保管状況を届け出る場合の例；28－001）を付すこと。なお、前回ま
での届出において既に当該事業場における番号が付されているものについては、引き続きその番号を記入すること。

5． 「廃棄物の種類」及び「製品の種類」の欄には、記入要領に沿って、その名称を具体的に記入すること。

6． 「廃棄物の型式等」及び「製品の型式等」の欄には、変圧器（トランス）等の銘板に記赦されている「定格容量」 、 「製造者名｣、 「型式｣、 「製造年月」及び「表示記号

等」を記入すること。なお、 「表示記号等」については、記入要領に沿って、その名称を具体的に記入すること（例：不燃性油） 。
7~ 「処分予定年月」の柵には、高濃度ポリ塩化ビブェニル廃棄物を自ら処分し、又は他人に委託することを予定している年月を記入すること。低濃度ポリ塩化ビフェニル

廃棄物については記入しなくて構わない。

8． 「戯」の柵のうち、 「台数又は容器の数」の欄には、ポリ塩化ビフェニルを使用する電気機器については台数（個数）を、その他のものについては保管している容器の

数（缶数等）を、それぞれ単位とともに記入すること。ただし、電気機器であっても、小型のものを容器にまとめて保管している場合であって台数（個数）を把握する

ことができないときは、保管している容器の数（缶数等）を単位とともに記入すること。

9． 「量」の棚のうち、 「総重量」の棚には、ポリ塩化ピフェニルを使用する電気機器については、 1台当たりの重量に台数（個数）を掛けた重量を記戦すること。その他
のものについては、容器込みでの重量を記載すること。

10~ 「濃度区分」の棚には、 「高濃度」 、 「低濃度」又は「不明」のうち該当するものを記入すること。なお、 「高濃度」とは高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物又は高濃
度ボリ塩化ビフェニル使用製品の略称、 「低濃度」とは高濃度ボリ塩化ビフェニル廃棄物以外のポリ塩化ビフェニル廃棄物又は高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品以外

のポリ塩化ビフェニル使用製品の略称である。

11 ~ 「保管の状況」として、新たにポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の状況を届け出る場合や、既に届け出たボリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の状況に変更があった場合

には、保管しているポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管状況の分かる写真を本届出に添付すること。

12． 「保管の状況」の柵のうち、 「容器の性状」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を保管している容器の有無、容器がある場合にはその種類を具体的に記入すること

（例： 「ドラム缶」 、 「なし」 ） 。
13． 「保管の状況」の柵のうち、 「囲い等の有無」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を保管している場所の周囲の囲いの有無及び保管に係る掲示板の有無を記入する

こと。

14． 「保管の状況」の欄のうち、 「分別・混在の別」の欄には、他の物品と分別して保管しているか混在して保管しているかの別を記入すること。
15． 「保管の状況」の欄のうち、 「漏れ等のおそれ」の欄には、保管中のポリ塩化ビフェニル廃棄物が漏れたりこぼれ落ちたりするおそれの有無を記入すること。

備考
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16. 「処分業者との調整状況」の欄には、高濃度ポリ塩化ビフエニル廃棄物及び高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品に係る処分業者との委託契約の締結状況等を記入する

こと。低濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物については記載しなくて構わない。

17． 「参考事項」の欄には、その他保管の状況等を把握する上で参考となる事項を記入すること（例： 「屋内で保管」 、 「絶縁油を抜いたもの」 、 「PCB濃度△mg/kg」 、
「今後分析予定」 ） 。なお、保管の場所や所在の場所が複数存在する場合は、各廃棄物及び製品について、その保管の場所又は所在の場所をそれぞれ特定して記戦する
こと。

18~ 「保管開始理由」及び「所有開始理由」の柵には、 「他の事業場から移動」 、 「譲受け」及び「承継」のいずれかを記入すること。

19. 「保管終了理由」及び「所有終了理由」の柵には、 「他の事業場に移動」 、 「譲渡し」及び「承継」のいずれかを記入すること。
20~ 「処分年月日」の柵には、実際にポリ塩化ビフェニル廃棄物の処分が終了した日を記入すること。

21 ~ 「処分後の廃棄物の種類及び処分先」の棚には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を処分した後に生じた廃棄物の種類及び処分先を記入すること。

22． 「①前年度の3月31日に使用していたポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。 ） 」の表は、高濃度ポリ塩化ピフェニル使用

製品以外のポリ塩化ビ､フエニル使用製品については、ポリ塩化ビフエニル廃棄物の保管事業者が、本施行規則第9条第1項第5号又は第20条第1項第5号の規定に基づ
き、記減するものである。

23． 「高濃度ポリ塩化ビフエニル使用電気工作物」 とは、電気事業法（昭和39年法律第170号）第2条第1項第18号に規定する電気工作物である高濃度ポリ塩化ビ

フェニル使用製品をいう。

24． この届出書において、 「廃棄」とは、ポリ塩化ビフェニル使用製品の使用を止め、廃棄物とすることをいう。
25． 「廃棄予定年月」の欄には、高濃度ボリ塩化ビフエニル使用製品を廃棄することを予定している年月を記入すること。低濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品については

記載しなくて構わない。

26． この届出に係るポリ塩化ビフエニル廃棄物の処分についての産業廃棄物管理票の写し（廃棄物処理法第12条の3第4項又は第12条の5第5項の規定による送付を

受けた産業廃棄物管理票の写しをいう。以下同じ。 ）を複写機によりA3判以下の大きさの用紙に複写したものを添付すること。なお、電子情報処理組織を使用するた

めこれらの書類を添付することができない場合は、当該これらの書類に代えて、当該これらの書類に記載される事項に相当する事項を記録した電磁的記録をA3判以下

の大きさの用紙に出力したものを添付すること。ただし、 6月30日において、産業廃棄物管理票の写しの送付又は廃棄物処理法第12条の5第4項の規定による通知

を受けていないため添付すべき書類を添付することができないときは、その産業廃棄物管理票の写しの送付のあった日又はその通知のあった日から10日以内に提出す

ること。

27．その他環境大臣が定める書類及び都道府県知事が必要と認める書類を添付すること。
28．都道府県知事が定める部数を提出すること。
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言鬮-$憲榊“鯛‘
｡▲6

8紳鯛鯛鱸

~ ~~

、

■蕊■■■蕊賓－謁撒碆講
、■

翰
睡
マ

シ

氏名 ′苧.鋼 ~ －

， ザ
苧く

葦一今

守凸

氏名又は名称 名称

霜鮒縄愉鯉溌蝋瀞騨謹醗鎚傷

所在地〒鯉#懇薊？ 電話番号獺"謡i祷榊ツ
職繩鶴金溌辮幾騨鰡慰欝了騒1●篭1･籍

燕
幽
崇
華
蕩
）

事

業

場

纈脳鍵

１
１
１

種類

勝C羅雛

産
業
廃
棄
鰯

数量(及び単位）

I ~ ． 『か、 …L I II:|
荷姿灘れ鮠典溌鐙蕊霧鵜

臓，篭遵擬
産業廃棄物の名称

鯵･墜溌灘総

有害物質等

騨念豊

処分方法

溌識･鋳鐘勢＃

凱参……識一癖…………‘一一……‘少……………詞一噸‐輝
認

口当欄記載のとおり

1
名称／所在地／電話番号

烟委託契約書記載のとおり
氏名又は名称

儲拳蕊篭繍鍵急謎

名称

恩零選懲練}4蝿蕊寛篭鰯際鞠溌事蕊溌鐙溌潅議灘繍

所在地〒9掛棚I 電話番号＊蹄領総奄鱗§
鴇鯉蕊愈淡講溌霜｡了樹篭籍難鴬

運搬先の

事業場

口処分施設
凰瀦儲

灘霧續

腫撹1ウ｜

、 1

住所〒鵜$調鋪鶴 電話番号鍔=蝿1錘1郷
蕊康舗苧畿鎚蕊韓灘糖蟻騨霞篭熟

譲蕊 氏名又は名称
蕊撚醗懲諜謹鎧甚

運搬先の
． .．.…狂苛む詮

事業場

口職繊
口績替縮

名称

：蕊潅麓繍鍵鐵蕊蕊塞謹曇蕊麓鶴曾基蓬÷』ル
亜■一q T ■今一

~

‘ 、 二 1 住所〒輪1鋒織溌 電話番号輔函癖i鋤･獺灘
儀握間郵’

昭1 懲蹴識等代鶴蕊隷霧識蟻鯨’鵜蝋
M｡: ､ ~_息 I

所在地〒§雛‘蝉~ 電話番号●瀞鶴1-3謎曹
種識熱鐙溌瀞簿瀞熊鍔嘩I

~ 、氏名又は名称

蕊鰯雲鼠熊蟻穀職瞳総鍵蕊畿

寧剛1懸蕊鱒柵鷲職?識‘
〒--辱氏名又は名称-割
鞠鐵暑'騒窓鶴蕊織瀧参戦 ~

［一 一

醤協議鰭

､睡間鋤

名称

隠窯溝験鞍識繊鐙今醗議識識

h

運搬先の

事業場

□“施設

口篇替総

ｰ 寸巴一■

所在地〒、紳働鶴｝ 電話番号釧鞠締“熱§鞠7
聡鱒灘溌蕊窮鶴鉾鍵繍｛ず蕊

名称

傘鱸齢鍵｡鏡総襲蜜蕊案織鵡灘蕊'鐘盤難蕊嚢雛

運搬先の

事業場

恩処分繊
口積諜管

“|熟襄巽鰯雛鯛職”
電話番号鱒蓉息鴻I唾撫鷺 所在地〒鍔噺･鶴鋳電話番号雛雑-鰯=ｧ輔7

瀧蕊遭塞磯撒捧鞠燃畿蝋？

、
申
』
ｈ
‐
し
Ｉ
ｈ
ｌ
ｌ
‐

-＝_P 一一

~~ §到懸郷…蕊糞雛鍵鍵”
~~

積替え

又は保管
住所~〒#鶴鋳櫛 電話番号総趨鵡§一輪縄 地〒 霊盲番号

東廉都議蕊驚…ず鴬7繕1y簿 ､‐

鋤"|裁量…：
認灘| (受託者の氏名又は名称） 職本蕊』"強、 運搬

終了年月日騨諏』| (運搬担当者の氏名） 、, リ リ勲薙乞埼． ]･ユ年“現ノド日

譲
皿■

亀孟圏

鐡 数量(及び単位）

蕊鷆鰯翻
運搬

終了年月日
有価物拾集量

斜日ふ-露L注;鯵 息鐵凄溌聡

騨
數臺(及び単位）運搬

● 謁一 一

終了年月日
宥価物拾集量 一 戸

璽鐸纂年絢月息斗日

顎
数量(及び単位）灘

掴
運搬

終了年月日
銅

有価物拾集量
農“謬麓~年｡犀学･日

識 |最終処分
|終了年月日

処分
P

終了年月日 Z0浬年l i月/0日 年 月 日』

騨鯉雛

痴っ溌踊

名称／所在地／電話番号 （委託契約書記載の場所にあっては委託契約書記載の番号）
ウ

、

､

阜 亨 当

一一霊識 F皇

備考・通信欄

〕

(積替用）
中間貯蔵。環境安全事業株式会社

悪

蕊 Ｉ

申

匿鷺課､
罰

Ｈ

日

日

日

日

日

卿

月

月

月

月

月

千

年

年

年

年

年

簿

》

蕊

語

藤
笙月日

年月日

年月日

年月日

減 亀；



様式第一号（一）（第九条、第二十条及び第二十七条関係）
（第１面）

ポリ塩化ビフェニル廃棄物等の保管及び処分状況等届出書（保管事業者及び所有事業者用）

5 年 6 月 15 日
金沢市長 殿

届出者   〒９２１－８０４２
住　所 金沢市泉本町６－１０５

氏　名 石川県立金沢中央高等学校
　校長　　中　野　　好　光

電話番号 ０７６－２４３－２１６６

の規定に基づき、令和 4 年度のポリ塩化ビフェニル廃棄物等の保管及び処分の状況等を届け出ます。

１．ポリ塩化ビフェニル廃棄物について

保管事業場の名称 石川県立金沢中央高等学校

保管事業場の所在地 〒９２１－８０４２　金沢市泉本町６－１０５

特別管理産業廃棄物管理責任者の職名及び氏名 事務長　北谷　祥子 電話番号 ０７６－２４３－２１６６

保管の場所 本校Ｅ棟１階階段下倉庫

番号 廃棄物の種類

廃棄物の型式等 量 保管の状況

参考事項
製造者名 型式 製造年月

 ⑬-001 75 KVA 東芝 HCR-L4 1970 1 台 409.0 kg 低濃度 なし 分別 なし

 ⑬-002 75 KVA 東芝 HCR-L4 1970 1 台 409.0 kg 低濃度 なし 分別 なし

 ⑬-003 75 KVA S0U-YDCR 1993 1 台 296.0 kg 低濃度 なし 分別 なし

  ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法第８条第１項（法第15条及び第19条において読み替えて準用する場合を含む。）

①前年度の３月31日に保管していたポリ塩化ビフェニル廃棄物

処分予定
年月

濃度
区分

処理業者との
調整状況定格

容量
表示記号

等
台数又は
容器の数

総重量
（１台当たり
重量×台数）

容器の
性状

囲い等
の有無

分別・
混在の

別

漏れ等の
おそれ

変圧器（トラ
ンス）

試験番号
70048096

囲い有
、掲示
有

保管年度
H10以前

変圧器（トラ
ンス）

試験番号
70048100

囲い有
、掲示
有

保管年度
H10以前

変圧器（トラ
ンス）

日立製作
所

製造番号
3620641

囲い有
、掲示
有

別添報告書
のとおり



（日本産業規格　Ａ列４番）



（第２面）

②前年度中に新たに保管することとなったポリ塩化ビフェニル廃棄物

番号 廃棄物の種類

廃棄物の型式等 量

参考事項
製造者名 型式 製造年月

該当なし

③前年度中に他の事業場又は他の事業者の事業場において保管することとなったポリ塩化ビフェニル廃棄物（④の場合を除く。）

番号 廃棄物の種類

廃棄物の型式等 量

参考事項
製造者名 型式 製造年月

該当なし

④前年度中に自ら処分し、又は処分を委託したポリ塩化ビフェニル廃棄物

番号 廃棄物の種類

廃棄物の型式等 量 自ら処分した場合 処分を委託した場合

参考事項
製造者名 型式 製造年月

該当なし

濃度
区分

保管開始
年月日

保管開始
理由定格

容量
表示記号

等
台数又は
容器の数

総重量
（１台当たり
重量×台数）

濃度
区分

保管終了
年月日

保管終了
理由

移動先の保管の場所並びに事業者
又は事業場の名称及び所在地定格

容量
表示記号

等
台数又は
容器の数

総重量
（１台当たり
重量×台数）

濃度
区分定格

容量
表示記号

等
台数又は
容器の数

総重量
（１台当たり
重量×台数）

処分
年月日

処分後の廃棄物の
種類及び処分先

処分委託
年月日

処分受託者の
名称

処分
年月日



（第３面）

２．ポリ塩化ビフェニル使用製品について

所在事業場の名称

所在事業場の所在地

電話番号

所在の場所

番号 製品の種類

製品の型式等 廃棄の見込み 量

参考事項
製造者名 型式 製造年月

該当なし

②前年度中に新たに所有することとなった高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。以下同じ。）

番号 製品の種類

製品の型式等 量

参考事項
製造者名 型式 製造年月

該当なし

ポリ塩化ビフェニル使用製品に係る事業の管理
責任者の職名及び氏名

①前年度の３月31日に使用していたポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。）

濃度
区分定格

容量
表示記号

等
廃棄予定

年月
処分業者との
調整状況

台数又は
容器の数

総重量
（１台当たり
重量×台数）

所有開始
年月日

所有開始
場所

所有開始
理由定格

容量
表示記号

等
台数又は
容器の数

総重量
（１台当たり
重量×台数）



（第４面）

③前年度中に他の事業場又は他の事業者の事業場において所有することとなった高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品

番号 製品の種類

製品の型式等 量

参考事項
製造者名 型式 製造年月

該当なし

備考 １．この届出書は、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管又はポリ塩化ビフェニル使用製品の所有に係る事業場ごとに作成し、毎年度６月３０日までに提出すること。

２．届出者や事業場に関する情報に変更があった場合には、速やかに都道府県知事に連絡すること。

３．「保管事業場の名称」及び「保管事業場の所在地」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の場所に係る事業場を記入すること。また、「所在事業場の名称」及び

    「所在事業場の所在地」の欄には、ポリ塩化ビフェニル使用製品の所在の場所に係る事業場を記入すること。

４．「番号」の欄には、それぞれ先頭に「前年度の元号数－」を加えた整理番号（平成２８年度の保管状況を届け出る場合の例：２８－００１）を付すこと。なお、前回ま

    での届出において既に当該事業場における番号が付されているものについては、引き続きその番号を記入すること。

５．「廃棄物の種類」及び「製品の種類」の欄には、記入要領に沿って、その名称を具体的に記入すること。

６．「廃棄物の型式等」及び「製品の型式等」の欄には、変圧器（トランス）等の銘板に記載されている「定格容量」、「製造者名｣、｢型式｣、｢製造年月｣ 及び「表示記号

    等」を記入すること。なお、「表示記号等」については、記入要領に沿って、その名称を具体的に記入すること（例：不燃性油）。

７．「処分予定年月」の欄には、高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物を自ら処分し、又は他人に委託することを予定している年月を記入すること。低濃度ポリ塩化ビフェニル

    廃棄物については記入しなくて構わない。

８．「量」の欄のうち、「台数又は容器の数」の欄には、ポリ塩化ビフェニルを使用する電気機器については台数（個数）を、その他のものについては保管している容器の

    数（缶数等）を、それぞれ単位とともに記入すること。ただし、電気機器であっても、小型のものを容器にまとめて保管している場合であって台数（個数）を把握する

    ことができないときは、保管している容器の数（缶数等）を単位とともに記入すること。

９．「量」の欄のうち、「総重量」の欄には、ポリ塩化ビフェニルを使用する電気機器については、１台当たりの重量に台数（個数）を掛けた重量を記載すること。その他

    のものについては、容器込みでの重量を記載すること。

１０．「濃度区分」の欄には、「高濃度」、「低濃度」又は「不明」のうち該当するものを記入すること。なお、「高濃度」とは高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物又は高濃

    度ポリ塩化ビフェニル使用製品の略称、「低濃度」とは高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物以外のポリ塩化ビフェニル廃棄物又は高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品以外

    のポリ塩化ビフェニル使用製品の略称である。

１１．「保管の状況」として、新たにポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の状況を届け出る場合や、既に届け出たポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の状況に変更があった場合

    には、保管しているポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管状況の分かる写真を本届出に添付すること。

１２．「保管の状況」の欄のうち、「容器の性状」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を保管している容器の有無、容器がある場合にはその種類を具体的に記入すること

    （例：「ドラム缶」、「なし」）。

１３．「保管の状況」の欄のうち、「囲い等の有無」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を保管している場所の周囲の囲いの有無及び保管に係る掲示板の有無を記入する

    こと。

１４．「保管の状況」の欄のうち、「分別・混在の別」の欄には、他の物品と分別して保管しているか混在して保管しているかの別を記入すること。

１５．「保管の状況」の欄のうち、「漏れ等のおそれ」の欄には、保管中のポリ塩化ビフェニル廃棄物が漏れたりこぼれ落ちたりするおそれの有無を記入すること。

所有終了
年月日

所有終了
理由

移動先の所在の場所並びに事業者
又は事業場の名称及び所在地定格

容量
表示記号

等
台数又は
容器の数

総重量
（１台当たり
重量×台数）



（第５面）

１６．「処分業者との調整状況」の欄には、高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物及び高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品に係る処分業者との委託契約の締結状況等を記入する

    こと。低濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物については記載しなくて構わない。

    「今後分析予定」）。なお、保管の場所や所在の場所が複数存在する場合は、各廃棄物及び製品について、その保管の場所又は所在の場所をそれぞれ特定して記載する

    こと。

１８．「保管開始理由」及び「所有開始理由」の欄には、「他の事業場から移動」、「譲受け」及び「承継」のいずれかを記入すること。

１９．「保管終了理由」及び「所有終了理由」の欄には、「他の事業場に移動」、「譲渡し」及び「承継」のいずれかを記入すること。

２０．「処分年月日」の欄には、実際にポリ塩化ビフェニル廃棄物の処分が終了した日を記入すること。

２１．「処分後の廃棄物の種類及び処分先」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を処分した後に生じた廃棄物の種類及び処分先を記入すること。

    き、記載するものである。

２３．「高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物」とは、電気事業法（昭和３９年法律第１７０号）第２条第１項第１８号に規定する電気工作物である高濃度ポリ塩化ビ

    フェニル使用製品をいう。

２４．この届出書において、「廃棄」とは、ポリ塩化ビフェニル使用製品の使用を止め、廃棄物とすることをいう。

２５．「廃棄予定年月」の欄には、高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品を廃棄することを予定している年月を記入すること。低濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品については

    記載しなくて構わない。

２６．この届出に係るポリ塩化ビフェニル廃棄物の処分についての産業廃棄物管理票の写し（廃棄物処理法第１２条の３第４項又は第１２条の５第５項の規定による送付を

    受けた産業廃棄物管理票の写しをいう。以下同じ。）を複写機によりＡ３判以下の大きさの用紙に複写したものを添付すること。なお、電子情報処理組織を使用するた

    めこれらの書類を添付することができない場合は、当該これらの書類に代えて、当該これらの書類に記載される事項に相当する事項を記録した電磁的記録をＡ３判以下

    の大きさの用紙に出力したものを添付すること。ただし、６月３０日において、産業廃棄物管理票の写しの送付又は廃棄物処理法第１２条の５第４項の規定による通知

    を受けていないため添付すべき書類を添付することができないときは、その産業廃棄物管理票の写しの送付のあった日又はその通知のあった日から１０日以内に提出す

    ること。

２７．その他環境大臣が定める書類及び都道府県知事が必要と認める書類を添付すること。

２８．都道府県知事が定める部数を提出すること。

１７．「参考事項」の欄には、その他保管の状況等を把握する上で参考となる事項を記入すること（例：「屋内で保管」、「絶縁油を抜いたもの」、「PCB濃度△mg/kg」、

２２．「①前年度の３月31日に使用していたポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。）」の表は、高濃度ポリ塩化ビフェニル使用

    製品以外のポリ塩化ビフェニル使用製品については、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管事業者が、本施行規則第９条第１項第５号又は第20条第１項第５号の規定に基づ





様式第一号（一）（第九条、第二十条及び第二十七条関係）
（第１面）

ポリ塩化ビフェニル廃棄物等の保管及び処分状況等届出書（保管事業者及び所有事業者用）

5 年 5 月 25 日
金沢市長 殿

届出者   
住　所 金沢市米泉町５丁目８５

氏　名 石川県立金沢伏見高等学校　校長　川口美江子
（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

電話番号 076-242-6175

の規定に基づき、令和 年度のポリ塩化ビフェニル廃棄物等の保管及び処分の状況等を届け出ます。

１．ポリ塩化ビフェニル廃棄物について

保管事業場の名称 石川県立金沢伏見高等学校

保管事業場の所在地 金沢市米泉町５丁目８５番地

特別管理産業廃棄物管理責任者の職名及び氏名 企画管理専門員　村元　文子 電話番号 076-242-6175

保管の場所 金沢市米泉町５丁目８５番地

番号 廃棄物の種類

廃棄物の型式等 量 保管の状況

参考事項
製造者名 型式 製造年月

28-001 75 KVA HCTR-S2 S55 1 台 390.0 kg 低濃度 なし 分別 なし

  ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法第８条第１項（法第15条及び第19条において読み替えて準用する場合を含む。）

①前年度の３月31日に保管していたポリ塩化ビフェニル廃棄物

処分予定
年月

濃度
区分

処理業者との
調整状況定格

容量
表示記号

等
台数又は
容器の数

総重量
（１台当たり
重量×台数）

容器の
性状

囲い等
の有無

分別・
混在の

別

漏れ等の
おそれ

変圧器（トラ
ンス）

東京芝浦
電気

囲い無、
掲示有

油量115L
PCB濃度
7.0mg/kg



（日本産業規格　Ａ列４番）



（第２面）

②前年度中に新たに保管することとなったポリ塩化ビフェニル廃棄物

番号 廃棄物の種類

廃棄物の型式等 量

参考事項
製造者名 型式 製造年月

③前年度中に他の事業場又は他の事業者の事業場において保管することとなったポリ塩化ビフェニル廃棄物（④の場合を除く。）

番号 廃棄物の種類

廃棄物の型式等 量

参考事項
製造者名 型式 製造年月

④前年度中に自ら処分し、又は処分を委託したポリ塩化ビフェニル廃棄物

番号 廃棄物の種類

廃棄物の型式等 量 自ら処分した場合 処分を委託した場合

参考事項
製造者名 型式 製造年月

濃度
区分

保管開始
年月日

保管開始
理由定格

容量
表示記号

等
台数又は
容器の数

総重量
（１台当たり
重量×台数）

濃度
区分

保管終了
年月日

保管終了
理由

移動先の保管の場所並びに事業者
又は事業場の名称及び所在地定格

容量
表示記号

等
台数又は
容器の数

総重量
（１台当たり
重量×台数）

濃度
区分定格

容量
表示記号

等
台数又は
容器の数

総重量
（１台当たり
重量×台数）

処分
年月日

処分後の廃棄物の
種類及び処分先

処分委託
年月日

処分受託者の
名称

処分
年月日
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２．ポリ塩化ビフェニル使用製品について

所在事業場の名称 石川県立金沢伏見高等学校

所在事業場の所在地 金沢市米泉町５丁目８５番地

企画管理専門員　村元文子 電話番号 076-242-6175

所在の場所 金沢市米泉町５丁目８５番地

番号 製品の種類

製品の型式等 廃棄の見込み 量

参考事項
製造者名 型式 製造年月

②前年度中に新たに所有することとなった高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。以下同じ。）

番号 製品の種類

製品の型式等 量

参考事項
製造者名 型式 製造年月

ポリ塩化ビフェニル使用製品に係る事業の管理
責任者の職名及び氏名

①前年度の３月31日に使用していたポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。）

濃度
区分定格

容量
表示記号

等
廃棄予定

年月
処分業者との
調整状況

台数又は
容器の数

総重量
（１台当たり
重量×台数）

所有開始
年月日

所有開始
場所

所有開始
理由定格

容量
表示記号

等
台数又は
容器の数

総重量
（１台当たり
重量×台数）



（第４面）

③前年度中に他の事業場又は他の事業者の事業場において所有することとなった高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品

番号 製品の種類

製品の型式等 量

参考事項
製造者名 型式 製造年月

備考 １．この届出書は、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管又はポリ塩化ビフェニル使用製品の所有に係る事業場ごとに作成し、毎年度６月３０日までに提出すること。

２．届出者や事業場に関する情報に変更があった場合には、速やかに都道府県知事に連絡すること。

３．「保管事業場の名称」及び「保管事業場の所在地」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の場所に係る事業場を記入すること。また、「所在事業場の名称」及び

    「所在事業場の所在地」の欄には、ポリ塩化ビフェニル使用製品の所在の場所に係る事業場を記入すること。

４．「番号」の欄には、それぞれ先頭に「前年度の元号数－」を加えた整理番号（平成２８年度の保管状況を届け出る場合の例：２８－００１）を付すこと。なお、前回ま

    での届出において既に当該事業場における番号が付されているものについては、引き続きその番号を記入すること。

５．「廃棄物の種類」及び「製品の種類」の欄には、記入要領に沿って、その名称を具体的に記入すること。

６．「廃棄物の型式等」及び「製品の型式等」の欄には、変圧器（トランス）等の銘板に記載されている「定格容量」、「製造者名｣、｢型式｣、｢製造年月｣ 及び「表示記号

    等」を記入すること。なお、「表示記号等」については、記入要領に沿って、その名称を具体的に記入すること（例：不燃性油）。

７．「処分予定年月」の欄には、高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物を自ら処分し、又は他人に委託することを予定している年月を記入すること。低濃度ポリ塩化ビフェニル

    廃棄物については記入しなくて構わない。

８．「量」の欄のうち、「台数又は容器の数」の欄には、ポリ塩化ビフェニルを使用する電気機器については台数（個数）を、その他のものについては保管している容器の

    数（缶数等）を、それぞれ単位とともに記入すること。ただし、電気機器であっても、小型のものを容器にまとめて保管している場合であって台数（個数）を把握する

    ことができないときは、保管している容器の数（缶数等）を単位とともに記入すること。

９．「量」の欄のうち、「総重量」の欄には、ポリ塩化ビフェニルを使用する電気機器については、１台当たりの重量に台数（個数）を掛けた重量を記載すること。その他

    のものについては、容器込みでの重量を記載すること。

１０．「濃度区分」の欄には、「高濃度」、「低濃度」又は「不明」のうち該当するものを記入すること。なお、「高濃度」とは高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物又は高濃

    度ポリ塩化ビフェニル使用製品の略称、「低濃度」とは高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物以外のポリ塩化ビフェニル廃棄物又は高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品以外

    のポリ塩化ビフェニル使用製品の略称である。

１１．「保管の状況」として、新たにポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の状況を届け出る場合や、既に届け出たポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の状況に変更があった場合

    には、保管しているポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管状況の分かる写真を本届出に添付すること。

１２．「保管の状況」の欄のうち、「容器の性状」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を保管している容器の有無、容器がある場合にはその種類を具体的に記入すること

    （例：「ドラム缶」、「なし」）。

１３．「保管の状況」の欄のうち、「囲い等の有無」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を保管している場所の周囲の囲いの有無及び保管に係る掲示板の有無を記入する

    こと。

１４．「保管の状況」の欄のうち、「分別・混在の別」の欄には、他の物品と分別して保管しているか混在して保管しているかの別を記入すること。

１５．「保管の状況」の欄のうち、「漏れ等のおそれ」の欄には、保管中のポリ塩化ビフェニル廃棄物が漏れたりこぼれ落ちたりするおそれの有無を記入すること。

所有終了
年月日

所有終了
理由

移動先の所在の場所並びに事業者
又は事業場の名称及び所在地定格

容量
表示記号

等
台数又は
容器の数

総重量
（１台当たり
重量×台数）
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１６．「処分業者との調整状況」の欄には、高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物及び高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品に係る処分業者との委託契約の締結状況等を記入する

    こと。低濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物については記載しなくて構わない。

    「今後分析予定」）。なお、保管の場所や所在の場所が複数存在する場合は、各廃棄物及び製品について、その保管の場所又は所在の場所をそれぞれ特定して記載する

    こと。

１８．「保管開始理由」及び「所有開始理由」の欄には、「他の事業場から移動」、「譲受け」及び「承継」のいずれかを記入すること。

１９．「保管終了理由」及び「所有終了理由」の欄には、「他の事業場に移動」、「譲渡し」及び「承継」のいずれかを記入すること。

２０．「処分年月日」の欄には、実際にポリ塩化ビフェニル廃棄物の処分が終了した日を記入すること。

２１．「処分後の廃棄物の種類及び処分先」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を処分した後に生じた廃棄物の種類及び処分先を記入すること。

    き、記載するものである。

２３．「高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物」とは、電気事業法（昭和３９年法律第１７０号）第２条第１項第１８号に規定する電気工作物である高濃度ポリ塩化ビ

    フェニル使用製品をいう。

２４．この届出書において、「廃棄」とは、ポリ塩化ビフェニル使用製品の使用を止め、廃棄物とすることをいう。

２５．「廃棄予定年月」の欄には、高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品を廃棄することを予定している年月を記入すること。低濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品については

    記載しなくて構わない。

２６．この届出に係るポリ塩化ビフェニル廃棄物の処分についての産業廃棄物管理票の写し（廃棄物処理法第１２条の３第４項又は第１２条の５第５項の規定による送付を

    受けた産業廃棄物管理票の写しをいう。以下同じ。）を複写機によりＡ３判以下の大きさの用紙に複写したものを添付すること。なお、電子情報処理組織を使用するた

    めこれらの書類を添付することができない場合は、当該これらの書類に代えて、当該これらの書類に記載される事項に相当する事項を記録した電磁的記録をＡ３判以下

    の大きさの用紙に出力したものを添付すること。ただし、６月３０日において、産業廃棄物管理票の写しの送付又は廃棄物処理法第１２条の５第４項の規定による通知

    を受けていないため添付すべき書類を添付することができないときは、その産業廃棄物管理票の写しの送付のあった日又はその通知のあった日から１０日以内に提出す

    ること。

２７．その他環境大臣が定める書類及び都道府県知事が必要と認める書類を添付すること。

２８．都道府県知事が定める部数を提出すること。

１７．「参考事項」の欄には、その他保管の状況等を把握する上で参考となる事項を記入すること（例：「屋内で保管」、「絶縁油を抜いたもの」、「PCB濃度△mg/kg」、

２２．「①前年度の３月31日に使用していたポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。）」の表は、高濃度ポリ塩化ビフェニル使用

    製品以外のポリ塩化ビフェニル使用製品については、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管事業者が、本施行規則第９条第１項第５号又は第20条第１項第５号の規定に基づ
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